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4月15日号

年月（平成） スタンド ローリー カード

30年12月 104.86 95.14 102.52
31年  1月 102.76 92.32 100.37
31年  2月 103.74 94.85 101.84

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル
▶全日本トラック協会調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

32
（−2）

16
（+2）

7
（−2）

2
（+2）

57
（±0）

交通事故死者数（人）

3月31日現在 4月14日現在

736
（−109）

855
（−114）

全国の死亡
事故件数

722
（−99）

平成31年3月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【ドライバーのプライドの源泉】…３面／
食の新旧街道を行く【「ソースの道③」「ソースカツ丼諸国物語」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

4/15〜5/14  2981
5/15〜6/14  6698

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

4 ・��「健康職場づくり」事業者訪問
�　 �エア・ウォーター物流㈱（北海道札幌市）

7 ・トラックステーション
（TS）GW休業案内

5 ・��働き方改革実現に向けた
アクションプラン

8 ・�物流彼
あ ち こ ち

方此方
��川﨑物流㈱（福井県坂井市）

生機（きばた）の倉庫管理・解反（かいたん）作業・
生地輸送を手がける川﨑物流㈱

6 5月1日は「天皇の即位の日」
・��改元への対応を早めに！

物
流
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
て

　

同
運
動
は
︑
①
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
生
産
性
の
向
上
・
物

流
の
効
率
化
︑
②
女
性
や
60

代
以
上
の
運
転
者
等
も
働
き

や
す
い
︑よ
り
﹁
ホ
ワ
イ
ト
﹂

な
労
働
環
境
の
実
現
︱
︱
に

取
り
組
む
も
の
︒
荷
主
等
の

企
業
や
国
民
等
に
広
く
同
運

動
に
参
加
し
て
も
ら
い
︑
従

来
の
﹁
運
び
方
﹂
を
見
直
す

た
め
の
具
体
的
な
動
き
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

伴
う
国
民
生
活
や
産
業
活
動

へ
の
影
響
を
避
け
る
こ
と
を

同
運
動
の
主
な
目
的
と
し
て

い
る
︒
な
お
︑
同
運
動
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
１
の
通
り
︒

　

同
運
動
の
一
環
と
し
て
︑

社
会
的
影
響
力
が
大
き
く
︑

企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）
の
観
点
か
ら
も
︑
業
界

内
や
地
域
内
で
先
導
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
と
も

に
︑
関
連
す
る
物
流
量
や
従

業
員
も
多
い
企
業
の
代
表
者

に
対
し
︑
同
運
動
へ
の
参
加

を
要
請
︒
ま
た
︑
同
運
動
へ

の
取
り
組
み
方
針
や
法
令
遵

守
へ
の
配
慮
︑
契
約
内
容
の

明
確
化
・
遵
守
︑
運
送
内
容

の
見
直
し
等
を
内
容
と
す
る

﹁
自
主
行
動
宣
言
﹂
の
提
出

を
依
頼
し
た
︒
依
頼
を
行
っ

た
企
業
の
内
訳
は
表
２
の
通

り
︒

　

同
運
動
に
賛
同
し
︑
同
宣

言
を
提
出
し
た
企
業
は
︑
同

運
動
の
本
格
ス
タ
ー
ト
に
合

わ
せ
て
開
設
さ
れ
た
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
︑
社
名
や
取
り

組
み
等
が
公
表
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
︒
社
会
的
影

響
力
の
大
き
な
各
企
業
に
お

い
て
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂

実
現
へ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
︑
確
実
に
実

施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑

各
業
界
や
地
域
に
お
い
て

﹁
運
び
方
改
革
﹂
に
向
け
た

取
り
組
み
が
広
が
る
こ
と
が

今
後
期
待
さ
れ
る
︒

　

国
交
省
な
ど
は
︑
今
回
要

請
を
行
っ
た
企
業
以
外
の
中

堅
・
中
小
企
業
に
対
し
て

も
︑
関
係
団
体
を
通
じ
︑
広

く
同
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
︒

　

元
号
が
﹁
令
和
﹂
に
改
め

ら
れ
る
こ
と
に
伴
う
︑
自
動

車
検
査
登
録
・
整
備
等
関
係

業
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
︑
以
下
の
通
り
と
な
る
︒

① 

既
に
交
付
済
み
の
自
動
車

検
査
証
等

　

４
月
30
日
以
前
に
交
付
さ

れ
た
自
動
車
検
査
証
︑
検
査

標
章
︑
回
送
運
行
許
可
証
︑

臨
時
運
行
許
可
証
等
の
書
類

に
記
さ
れ
た
年
月
中
５
月
１

日
以
後
の
日
付
に
つ
い
て
は
︑

﹁
平
成
31
年
﹂
と
あ
る
の
は

﹁
令
和
元
年
﹂
と
︑﹁
平
成

32
年
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
令
和

２
年
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替

え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
（
以

降
に
つ
い
て
も
同
じ
）︒
そ
れ

に
よ
り
︑
元
号
の
変
更
を
理

由
と
し
た
自
動
車
検
査
証
等

の
再
交
付
は
行
わ
な
い
︒

② 

５
月
１
日
以
後
に
交
付
ま

た
は
返
付
す
る
自
動
車
検

査
証
等

・
端
末
機
出
力
帳
票
＝
全
て

新
元
号
﹁
令
和
﹂
で
印
刷
さ

れ
る
︒

・
検
査
標
章
＝
自
動
車
登
録

検
査
業
務
電
子
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
の
端
末
機
で
出
力
さ

れ
る
検
査
標
章
に
つ
い
て
は
︑

﹁
令
和
元
年
﹂
を
﹁
１
﹂
と

し
て
右
下
に
︑﹁
令
和
２
年
﹂

を
﹁
２
﹂
と
し
て
左
下
に
︑﹁
令

和
３
年
﹂
を
﹁
３
﹂
と
し
て

左
上
に
︑﹁
令
和
４
年
﹂
を

﹁
４
﹂
と
し
て
右
上
に
表
示

し
︑
以
降
順
次
こ
れ
を
繰
り

返
す
︒

・
保
安
基
準
適
合
標
章
＝

﹁
平
成
﹂
を
﹁
令
和
﹂
に
訂

正
の
上
使
用
す
る
︒
な
お
︑

こ
の
場
合
︑
訂
正
印
は
必
要

な
い
︒

・
回
送
運
行
許
可
証
等
︑
そ

の
他
交
付
す
る
書
類
＝
全
て

新
元
号
﹁
令
和
﹂
で
印
刷
す

る
︒
た
だ
し
︑既
に
﹁
平
成
﹂

で
印
刷
済
み
の
書
類
が
あ
る

場
合
に
は
﹁
平
成
﹂
を
﹁
令

和
﹂
に
訂
正
の
う
え
使
用
す

る
も
の
と
し
︑
訂
正
印
は
必

要
な
い
︒

③�

点
検
整
備
記
録
簿
等
の
取

り
扱
い

　

点
検
整
備
記
録
簿
︑
分
解

整
備
記
録
簿
お
よ
び
指
定
整

備
記
録
簿
等
の
年
月
日
欄
に

不
動
文
字
で
﹁
平
成
﹂
と
印

刷
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
︑﹁
平
成
﹂
を
﹁
令
和
﹂

に
訂
正
し
︑
訂
正
印
の
押
印

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
も
の
と
し
︑ま
た

﹁
平
成
﹂
を
訂
正
せ
ず
に
用

い
て
も
差
し
支
え
な
い
︒

④
点
検
整
備
済
ス
テ
ッ
カ
ー

　
（
一
社
）
日
本
自
動
車
整

備
振
興
会
連
合
会
で
は
︑
新

元
号
に
対
応
す
る
点
検
整
備

済
ス
テ
ッ
カ
ー
（
令
和
元
年

用
・
２
年
用
の
２
種
類
）
を

作
成
し
︑
７
月
１
日
よ
り
各

整
備
振
興
会
・
商
工
組
合
の

窓
口
で
販
売
す
る
（
図
２
）︒

な
お
︑
現
在
販
売
中
の
平
成

31
年
お
よ
び
32
年
の
ス
テ
ッ

カ
ー
に
つ
い
て
は
︑
７
月
１

日
以
降
も
使
用
で
き
る
︒

（
６
面
に
続
く
）

整
備
業
務
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に

取
り
扱
い
内
容
の
確
認
を

1 

自
動
車
検
査
登
録
・
整
備
等
関
係
業
務

図２

令和元年ステッカー（左・地色青）と令和2年ステッカー（右・地色赤）

改
元
へ
の
対
応
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

10
連
休
へ
の
対
応
を
早
め
に
！

　

今
年
は
、
天
皇
陛
下
が
御
退
位
さ
れ
る

と
と
も
に
、新
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、

新
た
な
元
号
に
変
わ
る
特
別
な
年
に
あ
た

り
ま
す
。
新
天
皇
陛
下
の
即
位
日
（
５
月

１
日
）
が
祝
日
﹁
天
皇
の
即
位
の
日
﹂
に

な
っ
た
こ
と
で
、
今
年
は
４
月
30
日
㈫
と
５

月
２
日
㈭
も
休
日
と
な
る
た
め
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
が
10
連
休
（
４
月
27

日
㈯
～
５
月
６
日
㈪
）と
な
り
ま
す（
図
１
）。

　

改
元
と
Ｇ
Ｗ
10
連
休
に
あ
た
っ
て
は
、
企

業
に
も
様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
改
元
と
Ｇ

Ｗ
10
連
休
に
か
か
わ
る
留
意
点
に
つ
い
て
ま

と
め
ま
し
た
。
運
送
事
業
者
の
皆
様
に
は
、

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
１
日
は
「
天
皇
の
即
位
の
日
」

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
︑

環
境
省
が
国
土
交
通
省
と
連

携
し
て
実
施
す
る
﹁
２
０
１

９
年
度
（
平
成
31
年
度
）
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
費
等
補
助
金
﹂を
活
用
し
︑

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
に

つ
い
て
︑
燃
費
性
能
の
高
い

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
・
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

の
導
入
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
﹁
低
炭
素
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
等
普
及
加

速
化
事
業
﹂
を
行
う
︒

　

予
算
額
は
29
・
65
億
円

で
︑
事
業
の
概
要
は
表
の
通

り
︒
な
お
︑
補
助
を
受
け
る

事
業
者
に
対
し
て
は
︑
事
業

報
告
書
等
の
提
出
が
求
め
ら

れ
る
︒

　

ま
た
︑
同
事
業
の
実
施
に

あ
た
り
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
５

月
20
日
～
６
月
５
日
に
か
け

て
︑
全
国
各
地
で
公
募
説
明

会
を
実
施
す
る
︒
公
募
説
明

会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
２

面
に
掲
載
の
通
り
︒

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
開
設

2019 年
3月下旬

ポータルサイト開設・賛同企業等の募集開始
中央説明会（関係団体向け）

4月以降 地方説明会（関係団体、企業等向け）
10月頃 賛同企業の数、取組状況等の集計・公表（第１回）（９

月末締切）※各企業等は、自主行動宣言を事務局
に提出の上、自社のホームページ等で随時公表可。

2020 年
1月頃

賛同企業の数、取組状況等の集計・公表（第２回）
（12月末締切）
※以降、賛同企業数や取組状況等を随時公表予定。

表１ 「ホワイト物流」推進運動スケジュール

証券取引所への上場会社（約4,000社）
対象業種 全業種
47都道府県の売上高上位会社（各50社程度、約2,300社）

対象業種

第一次産業（全て）：農業・林業、漁業
第二次産業（全て）：�鉱業・採石業・砂利採取業、建設業、

製造業
第三次産業（一部）：�運輸業・郵便業のうち「道路貨物

運送業」・「倉庫業」、卸売業・小売
業、宿泊業・飲食サービス業

表２ 「ホワイト物流」推進運動への参加要請先

　

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
・
農
林

水
産
省
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
が
︑
こ

の
春
か
ら
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
︒

　

証
券
取
引
所
の
上
場
会
社
お
よ
び
各

都
道
府
県
の
主
要
企
業
合
計
約
６
３
０

０
社
の
代
表
者
に
対
し
て
︑
同
運
動
へ

の
参
加
を
要
請
す
る
文
書
を
直
接
送
付

し
た
こ
と
を
発
表
し
た
の
に
続
き
︑
企

業
や
国
民
に
対
し
て
同
運
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
開

設
さ
れ
た
︒

　

国
民
生
活
や
産
業
活
動
に
必
要
な
物

流
を
今
後
も
安
定
的
に
確
保
し
︑
経
済

の
成
長
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
︑
国
交
省
な
ど
は
今
後
も
同
運
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
︒

予
算
額
29
・
65
億
円

表　低炭素型ディーゼルトラック等普及加速化事業の概要
【低炭素型ディーゼルトラック】

１：補助対象となる車両
小型車＝平成 27年度重量車燃費基準＋10%以上達成車
中型・大型車＝同＋５％以上達成車

２：補助額
経年車の廃車（スクラップ）あり：価格差の2分の1
経年車の廃車なし：価格差の3分の1

3：申請方法
車両の購入後に申請

【天然ガス自動車】
１：補助対象となる車両
車両総重量 12㌧超の事業用天然ガス自動車

２：補助額
高速走行を主体とした使用方法により、平成 27 年度重量車燃費基
準適合ディーゼルトラックと比較
・概ね10％以上の二酸化炭素排出削減を図るもの
  ＝標準的燃費水準の車両との価格差の2分の1
・概ね5％以上の二酸化炭素排出削減を図るもの
  ＝同 3分の1

3：申請方法
購入予定、または購入後のいずれも可

【両者に共通する内容】
１：補助対象事業者
トラック運送事業者（資本金 3億円または従業員数 300 人以下の中
小事業者に限る）または中小事業者に車両をリースする事業者

２：申請受付期間等
2019 年 4月下旬（予定）～2020 年 1月31日㈮
※予算額の残額が 2 割程度に達した場合、当該日翌日以降から
2020 年 1月31日までの申し込みを対象に受付。残額を超える場合
には抽選を実施
（申請台数＝1事業者 1台）

３：予算額
29.65 億円
（低炭素型ディーゼルトラック、天然ガス自動車、事務費の合計）

図１

「ホワイト物流」
推進運動が本格的にスタート
上場企業等約 6,300 社に対し参加要請
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平成30年のトラック死亡事故の特徴
〔第85回〕

　今月初めに新元号「令和」が発表され、大きな話題となりまし
た。「令」と「和」は、いずれも日常的に目にする漢字ですが、そ
れが組み合わされた「令和」となると、ほとんどなじみがありま
せん。試しに、手元にある国語辞典を見てみましたが、当然なが
ら「令和」という言葉はありませんでした。昭和60年代に放送さ
れた名作ドラマ『花へんろ』の冒頭で「昭和とは　どんな眺めぞ
　花へんろ」という句が詠まれていましたが、「令和」の時代は
どんな眺めになるのでしょうか。
  ところで先月、平成30年に発生した事業用トラックが第一当事
者となった死亡事故を分析した「平成30年1～12月の交通事故
統計分析結果～発生地別～」（公益社団法人全日本トラック協
会）が公表されました。これによると、平成30年に事業用トラッ
クが第一当事者となった死亡事故は253件で、前年より減少しま
した。しかし、１万台当たり死亡事故件数は「2.0」であり、「ト
ラック事業における総合安全プラン2020」の目標である「1.5」
とは、まだ開きがあります。2020年は東京オリンピック・パラリ
ンピックが開催される年です。世界一安全な輸送サービスの提
供を実現するため、今後より一層の交通事故防止対策が求めら
れます。

●大型と中型でトラック死亡事故の8割を超える
 事業用トラックの死亡事故を車両区分別でみると、大型トラッ
クが143件（56.5%）で最も多く、次いで中型トラックが66件
（26.1%）、準中型トラック39件（15.4%）、普通トラック5件
（2.0%）となっています。
Ａさん「事業用トラックの死亡事故の半分は、大型トラックが起

こしているということか」
Ｂさん「中型と合わせると8割を超えるよ。車体が大きいから、

事故を起こした時のダメージも大きいんだね」
Ａさん「それもあるけど、車体が大きいと死角も大きくなる。交

通の教則でも『特に、大型自動車や中型自動車は、普通
自動車に比べ、運転席から車や歩行者が見えなくなる
範囲が広いので注意しましょう』と書かれているしね」

Ｂさん「確かに、そうだね」
Ａさん「ただ、大型と中型とでは、事故の特徴に少し違いがあ

る。大型では、追突と左折時の死亡事故が多いけど、左
折時については、そのほとんどが自転車との事故だよ」

Ｂさん「大型が左折する時は、特に自転車に十分な注意が必要な
んだね」

Ａさん「なかでも同一方向から来る自転車は見落としやすいか
ら、しっかり確認する必要があるよ」

Ｂさん「中型はどんな特徴があるの」
Ａさん「中型の死亡事故では、追突が他の事故に比べて断然多

くなっている」
Ｂさん「追突が多いのは中型に限らずトラック全体の特徴だけ

ど、適正な車間距離を保持する、脇見運転や漫然運転
をしない、これを徹底するしかないね」

●準中型や普通トラックは出会い頭事故が多い
Ａさん「準中型や普通トラックの死亡事故をみると、出会い頭事

故が多くなっている。生活道路を走ることが多いから、
そうなるんだろうね」

Ｂさん「生活道路は幹線道路と違って、見通しの悪い交差点がた
くさんあるし、そこで安全確認を怠ると事故に繋がるか
らね」

Ａさん「だから、一時停止の標識や標示のある場所では、きちん
と一時停止をしないとね」

Ｂさん「それは分かっているんだけど、実際には、いちいち停止す
るのは面倒だから、スピードは落とすけど停止はしない
で、ズルズルと交差点に入っていく車も多いよね」

Ａさん「走り慣れた道路や交通量が少ないところでは、特にそう
なりやすいけど、いくらスピードを落としたからといっ
て、相手が歩行者や自転車だったら死亡事故になる。止
まるべき場所では必ず止まって、左右の安全確認を確実
に行うという習慣をつけないとね」

Ｂさん「まもなく平成から令和の時代に移るけど、令和の時代に
なって最初に事故を起こしたドライバーは君だ、とは言
われたくないよね」

Ａさん「それはそうだけど、時代が変わろうと我々の役割と使命
は変わらない。事故のない安全・安心・確実な輸送、こ
れに尽きるよ」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～踏切編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�踏切を通過するときは、その直前で一時停止しなければならない
が、前車に続いて踏切を通過するときには、一時停止はしなくてよ
い。（ ○・× ）

❷	�踏切の警報機が鳴り始めても、遮断機が降り始める前であれば踏切
を通過することができる。（ ○・× ）

❸	�踏切に信号機があり、青が表示されている場合は、一時停止も安全
確認もせずに踏切に進入できる。（ ○・× ）

❹	�踏切を通過するときは、歩行者や対向車に注意しながら、落輪しな
いようやや中央寄りを通行する。（ ○・× ）

❺	�踏切の向こう側が混雑していて踏切内で動きがとれなくなるおそれ
があるときは、踏切に進入してはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
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書

類
の
頒
布
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始
す
る
︒

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

頒
布
は
︑４
月
16
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よ
り
︒

ま
た
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紙
媒
体
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布
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︑
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す
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︑
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な
お
︑
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付
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１
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７
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土
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な
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る
︒
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全
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ホ
ー
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ペ
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案
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し
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︑﹃
広
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５
月
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紹
介
す
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等
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転
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や
す
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ト
ラ
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あ
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検
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会

多
様
な
人
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働
き
や
す
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環
境
整
備
へ
取
り
ま
と
め

公
表

　

国
土
交
通
省
と
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は
４
月
４
日
︑

両
者
が
共
同
事
務
局
と
な
っ

て
い
る
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ

ク
の
あ
り
方
検
討
会
﹂（
座
長

・
鎌
田
実
東
京
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人
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国
交
省
と
全
ト
協
で
は
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女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
人
材
の
確
保
と
︑
現
在
働

い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年

齢
が
上
が
っ
て
も
働
き
や
す

い
環
境
の
整
備
を
目
的
に
︑

平
成
30
年
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月
に
学
識
経
験

者
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運
送
事
業
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関
係
業

界
団
体
等
の
関
係
者
か
ら
構

成
さ
れ
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同
検
討
会
を
設
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︒
女
性
・
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ

ク
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あ
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方
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つ
い
て
検
討
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進
め
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き
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取
り
ま
と
め
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ポ
イ
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ト

と
し
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︑
最
新
の
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
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は
︑運
送
事
業
者
︑

女
性
・
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
高
評
価
で
あ
っ
た
が
︑
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
︑
運
送

事
業
者
側
に
十
分
知
ら
れ
て

お
ら
ず
︑
情
報
の
共
有
化
が

必
要
で
あ
る
と
し
た
︒
ま
た
︑

運
送
事
業
者
︑
女
性
・
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
さ
ら
な

る
改
善
の
要
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が
あ
り
︑
要

望
に
配
慮
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た
車
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架
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望
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れ
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に
国
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省
︑
業
界
団
体
︑
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ー
カ
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︑
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図
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①
﹁
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﹈
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応
事
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冊
﹈
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ラ
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ク
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カ
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ど
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組
事
例
集
﹂
︱

︱
の
３
部
構
成
で
︑
国
交
省

お
よ
び
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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riv
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l
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よ
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ダ

ウ
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ロ
ー
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能
︒

　

国
交
省
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全
ト
協
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は
︑

多
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な
人
材
が
働
き
や
す
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環
境
の
整
備
に
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す
る
よ

う
︑
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取
り
ま
と
め
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つ
い

て
︑
車
両
メ
ー
カ
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︑
架
装

メ
ー
カ
ー
︑
運
送
事
業
者
等

に
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を
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っ
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い
く
と
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て
い
る
︒

平
成
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度
「
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さ
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路
」
追
加
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定
要
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ま
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め
を
実
施

指
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に
よ
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さ
４
・
１
㍍

ま
で
の
車
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能
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全
日
本
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︑
平
成
31
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定
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要
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ま
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従
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背
高
国
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コ
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け
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︑
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事
業
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望
を
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行
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積
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高
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８
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４
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１
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車
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路
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け
れ
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︑
道
路
法
（
車
両

制
限
令
）
違
反
と
な
る
︒

　

取
り
ま
と
め
ら
れ
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︑
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交
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し
︑
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業
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全
日
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協
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︑
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月
９
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﹁
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﹂
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方

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
︑
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上
︑
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道
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ラ
ッ
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要
望
の
方
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は
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協
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ー
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︒
な
お
︑
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切
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︒
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い
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︑
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協
広
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の
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︑
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︒
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２
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９
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﹁
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﹂
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︑
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︒
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︑
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︒

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
お
よ

び
募
集
要
項
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
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︒
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９
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９
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引
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業
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認
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に
係
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い
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︑
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通
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ス
ケ
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ー
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開
催
す
る
︒
各
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ロ
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説
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テ
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い
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︑
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し
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道
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︒

（
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〜
４
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30
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４
月
16
〜
19
日

・
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員

研
修

�

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
伴
う
交
通
対
策
に
協
力

要
請交通

総
量
抑
制
対
策
へ
の

協
力
求
め
る

　

警
察
庁
は
４
月
１
日
︑
Ｇ

20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
（
６
月
28

日
・
29
日
︑大
阪
府
大
阪
市
）

の
開
催
に
伴
い
︑
交
通
対
策

へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
文
書

を
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛

て
に
発
出
し
た
︒

　

首
脳
会
合
の
開
催
に
伴

い
︑
開
催
地
域
等
に
お
け
る

交
通
総
量
の
抑
制
お
よ
び
分

散
を
図
る
た
め
︑
６
月
27
日

㈭
か
ら
30
日
㈰
に
か
け
て
︑

表
に
示
す
対
象
地
域
へ
の
自

動
車
乗
り
入
れ
自
粛
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

警
察
庁
か
ら
の
要
請
を
受

け
︑
全
ト
協
は
同
３
日
︑
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

同
内
容
の
文
書
を
発
出
し
︑

会
員
事
業
者
へ
の
周
知
徹
底

を
行
っ
た
︒

�

平
成
31
年
度
第
１
回
試
験

日
程
を
発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
４
月
11
日
︑

平
成
31
年
度
第
１
回
試
験
に

つ
い
て
︑
申
請
期
間
お
よ
び

日
程
を
発
表
し
た
（
表
）︒

　

ま
た
４
月
２
日
︑
30
年
度

第
２
回
運
行
管
理
者
試
験

（
31
年
３
月
３
日
実
施
）
の

結
果
発
表
を
行
っ
た
︒
今
回

の
貨
物
試
験
の
受
験
者
数
は

２
万
９
７
０
９
人
で
︑
９
７
４

３
人
が
合
格
し
︑
合
格
率
は

32
・
８
％
だ
っ
た
︒

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

�

ア
ジ
ア
・
シ
ー
ム
レ
ス
物
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
が
開
催

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
に

関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

５
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮
の

２
日
間
︑
東
京
流
通
セ
ン
タ

ー
（
大
田
区
平
和
島
）
に
お

い
て
︑﹁
ア
ジ
ア
・
シ
ー
ム
レ

ス
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
﹂

（
主
催
：
一
般
社
団
法
人

日
本
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
な
ど
後
援
）
が
開

催
さ
れ
る
︒

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ

る
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
︑﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
に
関

す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
馬
渡
雅
敏
全
ト
協
副
会

�

高
速
道
路
駐
車
場
予
約
シ

ス
テ
ム
社
会
実
験
を
開
始

東
名
豊
橋
Ｐ
Ａ
に

予
約
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
用

駐
車
ま
す
を
確
保

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
４
月

５
日
︑
東
名
高
速
道
路
の
旧

豊
橋
本
線
料
金
所
跡
地
に
設

置
さ
れ
た
豊
橋
パ
ー
キ
ン
グ

長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
）
な
ど
が
行
わ
れ
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
聴
講
（
無
料
）

の
事
前
登
録
等
詳
細
に
つ
い

て
は
︑﹁
ア
ジ
ア
・
シ
ー
ム
レ

ス
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

９
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
︑
下
り
線
）

に
お
い
て
︑﹁
高
速
道
路
に
お

け
る
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム

社
会
実
験
﹂
を
４
月
12
日
㈮

13
時
か
ら
開
始
す
る
と
発
表

し
た
︒

　

同
実
験
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進

行
す
る
中
︑
労
働
生
産
性
の

向
上
や
働
き
方
の
改
善
を
推

進
す
る
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
確
実
な
休
憩
機
会
の
確
保

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
︒

　

豊
橋
Ｐ
Ａ
内
に
設
け
ら
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
専
用
の
予
約
エ

リ
ア
に
は
︑
特
大
車
用
の
駐

車
ま
す
６
台
分
︑
中
型
・
大

型
車
用
の
駐
車
ま
す
15
台
分

が
確
保
さ
れ
る
予
定
︒
利
用

に
あ
た
っ
て
は
︑
事
前
に
モ

ニ
タ
ー
登
録
が
必
要
と
な
る

（
予
約
シ
ス
テ
ム
は
タ
イ
ム

ズ
24
㈱
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
）︒
な
お
︑
当
面
の
間
は

無
料
実
験
が
行
わ
れ
︑
準
備

が
整
い
次
第
︑
有
料
実
験
が

開
始
さ
れ
る
予
定
︒

　

同
実
験
の
申
し
込
み
に
関

す
る
詳
細
は
︑
タ
イ
ム
ズ
24

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

表 LEVO　2019年度（平成31年度）二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
　　　 　（低炭素型ディーゼルトラック等普及加速化事業）公募説明会日程

開催地 実施日 会場・所在地

札　幌 5月28日㈫ 北海道トラック協会（札幌市中央区南 9条西 1-1-10）
新　潟 5月23日㈭ 新潟県トラック協会（新潟市中央区新光町 6-4）

仙　台 5月27日㈪ 仙台青葉カルチャーセンター
（仙台市青葉区一番町 2-3-10　カルチャー仙台ビル 4階 403 会議室）

さいたま 5月22日㈬ 埼玉県トラック協会（さいたま市大宮区北袋町 1-299-3）
東京－ 1 5月20日㈪ 全日本トラック協会（東京都新宿区四谷 3-2-5）
東京－ 2 6月  3日㈪ 東京都トラック協会（東京都新宿区四谷 3-1-8）
横　浜 5月21日㈫ 神奈川県トラック協会（横浜市港北区新横浜 2-11-1）
静　岡 5月24日㈮ 静岡県トラック協会（静岡市駿河区池田 126-4）
名古屋 5月23日㈭ 愛知県トラック協会（名古屋市瑞穂区新開町 12-6）
大　阪 5月24日㈮ ㈱ティーオージー（大阪市北区梅田 1-1-3-1700　大阪駅前第 3ビル 17階）
広　島 5月31日㈮ 広島県トラック協会（広島市東区光町 2-1-18）
高　松 5月30日㈭ 高松商工会議所（高松市番町 2-2-2）
福　岡 6月  4日㈫ 福岡県トラック協会（福岡市博多区博多駅東 1-18-8）
鹿児島 6月  5日㈬ 鹿児島県トラック協会（鹿児島市谷山港 2-4-15）

※時間は各会場とも 13:30 ～ 15:30
※申込受付期間：4月 25日㈭～ 5月 10日㈮
※申し込みに関する詳細は、LEVOホームページを参照のこと

1面に関連

表 平成31年度第１回 運行管理者試験日程（貨物）
試験日 平成31年8月25日㈰

申
請
受
付
期
間

書面申請 31年5月17日㈮～6月  7日㈮

インターネット申請 31年5月17日㈮～6月18日㈫

おまかせ申請 31年5月10日㈮～6月13日㈭

再受験申請 31年4月19日㈮～6月18日㈫

表 2019年度　引越事業者優良認定制度
申請等に係る説明会　開催日程

開催時刻は全会場共通（10:00～12：00）
ブロック 開催日 会場
北海道 5月  8日（水） 北海道トラック協会
関東① 5月13日（月） 全日本トラック協会※
沖　縄 5月14日（火） 沖縄県トラック協会
北陸信越 5月17日（金） 新潟県トラック協会
中　国 5月21日（火） 広島県トラック協会
近畿① 5月22日（水） 大阪府トラック協会
九　州 5月28日（火） 福岡県トラック協会
中　部 5月29日（水） 愛知県トラック協会
四　国 6月  4日（火） ⾹川産業頭脳化センター 
近畿② 6月  6日（木） 大阪府トラック協会
東　北 6月11日（火） 宮城県トラック協会
関東② 6月18日（火） 全日本トラック協会※
※TV会議システム配信予定

表 G20 大阪サミット開催に伴う交通総量抑制対策対象地域
（6月27日㈭～6月30日㈰）

対象路線 範囲

高
速
道
路

関西国際空港連絡橋、関西空港自動車道、阪
神高速道路（1号環状線・2号淀川左岸線・4
号湾岸線・5号湾岸線・6号大和川線・12号
守口線・14 号松原線・15 号堺線・16 号大
阪港線・17号西大阪線）

全線

阪神高速道路３号神戸線 西宮 IC～阿波座 JCT
阪神高速道路 11号池田線 神田 IC～中之島 JCT
阪神高速道路 13号東大阪線 西船場 JCT～東大阪 JCT

一
般
道
路

大阪市内
大阪国際空港周辺（豊中市・池田市）
りんくう JCTおよび関西国際空港周辺（泉佐野市）

２
０
１
９
年
度
Ｇ
マ
ー
ク
制
度

　
　
申
請
書
類
の
頒
布
始
ま
る

ネ
ッ
ト
：
４
月
16
日
、
紙
媒
体
：
５
月
７
日
か
ら
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
36
協
定
に
お
け
る
新
し
い

時
間
外
労
働
の
限
度
時
間
は
原
則
１

月
45
時
間
︑１
年
３
６
０
時
間
で
す
が
︑

例
外
的
に
特
別
条
項
を
締
結
す
る
こ

と
で
︑
休
日
労
働
時
間
を
含
み
︑
１

年
７
２
０
時
間
︑
単
月
１
０
０
時
間
未

満
︑
複
数
月
平
均
80
時
間
以
内
の
時

間
外
労
働
を
年
６
回
ま
で
臨
時
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
た
だ
し
︑
そ

の
場
合
は
︑﹁
労
働
基
準
法
第
36
条
第

Ａ�

休
息
時
間
の
確
保
や
特
別

な
休
暇
の
付
与
な
ど
９
項

目
か
ら
選
択

　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
る
労

働
基
準
法
の
改
正
で
、
36
協
定
の

特
別
条
項
を
締
結
す
る
際
に
は
、

新
た
に
健
康
福
祉
確
保
措
置
を
定

め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
を

お
教
え
く
だ
さ
い
。  第179回 

新特別条項締結に必要
な健康福祉確保措置は

１
項
の
協
定
で
定
め
る
労
働
時
間
の

延
長
及
び
休
日
の
労
働
に
つ
い
て
留

意
す
べ
き
事
項
等
に
関
す
る
指
針
﹂

（
平
成
30
年
９
月
︑
厚
生
労
働
省
告

示
第
３
２
３
号
）
に
よ
り
示
さ
れ
た

健
康
福
祉
確
保
措
置
の
一
つ
を
労
使
で

協
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
︒
新
時
間
外
・
休
日
労
働
に
関
す

る
協
定
届
（
特
別
条
項
・
様
式
第
９

号
の
２
）
の
﹁
記
載
心
得
﹂
に
も
同

措
置
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
う

ち
の
一
つ
を
選
択
し
︑
具
体
的
な
内
容

を
記
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

前
記
指
針
で
示
さ
れ
て
い
る
健
康

福
祉
確
保
措
置
は
以
下
の
９
項
目
で
す

（
第
８
条
）︒

① 

労
働
時
間
が
一
定
時
間
を
超
え
た

労
働
者
に
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

を
実
施
す
る

② 

法
第
37
条
第
４
項
に
規
定
す
る
時

刻
の
間
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
回

数
を
１
箇
月
に
つ
い
て
一
定
回
数
以

内
と
す
る

③ 

終
業
か
ら
始
業
ま
で
に
一
定
時
間

以
上
の
継
続
し
た
休
息
時
間
を
確

保
す
る

④ 

労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健

康
状
態
に
応
じ
て
︑
代
償
休
日
又

は
特
別
な
休
暇
を
付
与
す
る

⑤ 

労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健

康
状
態
に
応
じ
て
︑
健
康
診
断
を

実
施
す
る

⑥ 

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ

た
日
数
連
続
し
て
取
得
す
る
こ
と

を
含
め
て
そ
の
取
得
を
促
進
す
る

⑦ 

心
と
か
ら
だ
の
健
康
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

⑧ 

労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健

康
状
態
に
配
慮
し
︑
必
要
な
場
合

に
は
適
切
な
部
署
に
配
置
転
換
を

す
る

⑨ 

必
要
に
応
じ
て
︑
産
業
医
等
に
よ

る
助
言
・
指
導
を
受
け
︑
又
は
労

働
者
に
産
業
医
等
に
よ
る
保
健
指

導
を
受
け
さ
せ
る

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
︑こ
の
う
ち
︑

②
の
﹁
法
第
37
条
第
４
項
に
規
定
す

る
時
刻
﹂︑
す
な
わ
ち
﹁
午
後
10
時
か

ら
午
前
５
時
（
一
部
の
地
域
等
午
後

11
時
か
ら
午
前
６
時
）
の
間
﹂
に
労

働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
制
限
に

つ
い
て
は
︑
所
定
時
間
内
の
深
夜
業
の

回
数
も
含
ま
れ
る
と
し
て
お
り
︑
さ

ら
に
回
数
制
限
の
目
安
に
つ
い
て
は
︑

労
働
安
全
衛
生
法
第
66
条
の
２
の
自

発
的
健
康
診
断
の
要
件
が
１
月
当
た

り
４
回
以
上
の
深
夜
業
従
事
と
な
っ
て

い
る
こ
と
等
を
参
考
に
協
定
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
③
の
休
息

時
間
に
つ
い
て
は
︑
使
用
者
の
拘
束
を

受
け
な
い
時
間
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す

が
︑
時
間
数
に
つ
い
て
は
特
に
具
体
的

な
数
字
を
示
さ
ず
︑
各
事
業
場
の
業

務
の
実
態
を
踏
ま
え
て
︑
必
要
な
内

容
を
労
使
間
で
協
定
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
平
成
30

年
12
月
︑
基
発
１
２
２
８
第
15
号
）︒

な
お
︑
健
康
福
祉
確
保
措
置
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
︑
協
定
期
間
ご
と
に

記
録
を
し
た
上
で
３
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
年
に
入
っ
て
６
人
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
取
材
し
た
︒
そ
の
う
ち
の

２
人
は
特
に
印
象
に
残
っ
た
︒
同

じ
会
社
の
同
僚
で
︑
取
材
時
点
で

は
２
人
と
も
入
社
１
年
未
満
の
25

歳
と
28
歳
の
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
る
︒
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
︑

仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
い
た

か
ら
だ
︒
言
葉
の
上
だ
け
の
表
面

的
な
も
の
で
な
く
︑
心
底
か
ら
に

じ
み
出
て
く
る
誇
り
を
感
じ
た
︒

　

こ
の
２
人
は
︑
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
乗
務
し
て
危
険
物
輸
送
を
し

て
い
る
︒
２
人
と
も
︑
石
油
類
輸

送
の
会
社
に
強
い
志
で
応
募
し
て

き
た
︒
周
知
の
よ
う
に
石
油
類
輸

送
で
は
︑
大
型
や
け
ん
引
免
許
な

ど
の
他
に
︑
危
険
物
取
扱
者
乙
種

第
４
類
が
必
要
だ
︒
28
歳
の
彼
は

妻
帯
者
で
︑﹁
工
場
で
働
い
て
い
て

危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を
取
り
︑

資
格
を
よ
り
活
か
せ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

志
願
し
た
﹂︒
一
方
︑

25
歳
の
彼
は
﹁
友
人
の

お
父
さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク

の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
の

で
︑
自
分
も
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
り
た
か
っ
た
︒

だ
が
︑
危
険
物
取
扱
者

の
資
格
を
取
っ
て
︑
よ

り
難
し
い
危
険
物
輸
送
の
仕
事

に
就
い
た
﹂
の
だ
と
い
う
︒
２

人
と
も
︑
危
険
物
輸
送
に
対
す

る
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
働
い
て
い

る
︒

　

だ
が
︑そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒

当
面
の
目
標
も
一
致
し
て
い
た
︒

け
ん
引
免
許
や

危
険
物
取
扱
者

な
ど
の
必
要
な

資
格
を
取
得
し

て
入
社
し
て
き

た
が
︑
ど
の
車

両
に
で
も
乗
務

で
き
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
︒

こ
の
会
社
で
は

社
内
試
験
に
合

格
し
な
い
と
︑

乗
務
す
る
車
両

を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
︒

入
社
後
の
試
験

を
パ
ス
す
る
と
︑
最
初
の
１
年

は
大
型
車
で
重
油
輸
送
を
す

る
︒
１
年
後
に
試
験
を
パ
ス
し

て
︑
大
型
車
の
白
油
（
ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
な
ど
）輸
送
に
な
る
︒

そ
し
て
︑
１
年
以
上
の
経
験
で

試
験
を
通
れ
ば
ト
レ
ー
ラ
20
㌔

㍑
︑
さ
ら
に
１
年
以
上
の
経
験
で

試
験
に
合
格
し
て
や
っ
と
ト
レ
ー

ラ
24
㌔
㍑
に
乗
務
で
き
る
よ
う
に

な
る
︒
こ
の
よ
う
に
４
段
階
あ
っ

て
︑
最
上
の
資
格
取
得
に
は
最
低

で
も
４
年
か
か
る
︒
そ
こ
で
２
人
は

﹁
最
短
の
４
年
で
︑
24
㌔
㍑
の
ト

レ
ー
ラ
に
乗
務
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
﹂
と
異
口
同
音
に
抱
負
を
述

べ
た
︒

　

２
人
の
上
司
は
﹁
危
険
物
取
扱

者
の
資
格
が
必
要
な
の
で
︑
石
油

輸
送
で
は
20
歳
代
半
ば
は
か
な
り

若
手
﹂
と
い
う
︒
で
は
︑
２
人
の

仕
事
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
の
源
泉

は
何
か
︒
危
険
物
取
扱
者
な
ど
公

的
な
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

誇
り
は
間
違
い
な
い
︒
さ
ら
に
︑

社
内
資
格
制
度
が
あ
る
の
で
︑
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
課
題
が
具
体
的

で
明
確
な
こ
と
︒
同
時
に
有
資
格

者
の
先
輩
が
尊
敬
の
対
象
で
あ
り

目
標
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
な
︑

と
感
じ
た
︒

　

し
た
が
っ
て
﹁
仕
事
に
対
す
る

誇
り
を
も
て
﹂
と
い
っ
た
抽
象
論

で
は
な
く
︑
業
界
と
し
て
は
商
業

ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
の
資
格
制
度
ま

た
社
内
に
あ
っ
て
も
︑
独
自
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
の
創
設
な
ど

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒

第
230
回

ドライバーのプライドの源泉

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29
日
︑

﹁
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に
お
け
る

支
援
物
資
輸
送
・
拠
点
開
設

・
運
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
を

策
定
し
︑
発
表
し
た
︒

　

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
広
域
か
つ
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
︑
物

流
シ
ス
テ
ム
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
︑
国
民
生
活
等
へ
甚
大

か
つ
広
域
的
な
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
︒

被
災
者
の
生
活
維
持
の
た
め

に
は
︑
必
要
な
支
援
物
資
を

迅
速
・
確
実
に
届
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
︑
過
去
の

大
規
模
災
害
に
お
い
て
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
輸
送
が
混
乱
し
︑

支
援
物
資
が
届
か
な
い
等
の

課
題
が
顕
在
化
し
た
︒

　

そ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
︑
有
識
者
や
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
と
し
た

物
流
関
係
団
体
︑
お
よ
び
物

流
事
業
者
等
で
構
成
さ
れ
た

﹁
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に
お
け
る

円
滑
な
支
援
物
資
輸
送
の
実

現
に
向
け
た
調
査
検
討
会
﹂

が
昨
年
12
月
か
ら
議
論
を
重

ね
︑
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
策

定
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
今
後
︑
同
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
実
動
訓

練
と
の
連
携
︑
訓
練
成
果
の

他
の
地
域
へ
の
展
開
な
ど
︑

円
滑
な
支
援
物
資
輸
送
体
制

の
確
立
・
強
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

２
０
２
０
年
度
大
学
等

卒
業
・
修
了
予
定
者
等

の
就
職
・
採
用
活
動
に

関
し
て
全
ト
協
に
要
請

正
式
内
定
日
は
10
月
１
日

以
降
に

　

政
府
は
３
月
26
日
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
︑

会
員
企
業
等
へ
の
就
職
・
採

用
活
用
開
始
時
期
の
遵
守

や
︑
学
業
へ
の
配
慮
な
ど
を

要
請
す
る
﹁
２
０
２
０
年
度

卒
業
・
修
了
予
定
者
等
の
就

職
・
採
用
活
動
に
関
す
る
要

請
に
つ
い
て
﹂を
発
出
し
た
︒

　

従
来
︑
大
学
︑
大
学
院
修

士
課
程
︑
短
期
大
学
︑
高
等

専
門
学
校
の
卒
業
・
修
了
予

定
者
の
就
職
・
採
用
活
動
の

日
程
等
に
関
す
る
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
︑
日
本
経
済
団
体

連
合
会
（
経
団
連
）
に
よ
る

﹁
採
用
選
考
に
関
す
る
指

針
﹂
の
策
定
︑
就
職
問
題
懇

談
会
に
よ
る
﹁
申
合
せ
﹂︑

関
係
省
庁
に
よ
る
経
済
団
体

等
へ
の
要
請
︱
︱
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
で
毎
年
度
定
め
ら
れ

て
き
て
い
た
︒
し
か
し
︑
経

団
連
は
昨
年
10
月
︑
２
０
２

０
年
度
卒
業
・
修
了
予
定
者

に
関
し
て
は
同
指
針
を
策
定

し
な
い
方
針
を
示
し
た
こ
と

か
ら
︑
政
府
が
﹁
就
職
・
採

用
活
動
日
程
に
関
す
る
関
係

省
庁
連
絡
会
議
﹂を
開
催
し
︑

﹁
２
０
２
０
年
度
卒
業
・
修

了
予
定
者
の
就
職
・
採
用
活

動
に
関
す
る
考
え
方
﹂
を
取

り
ま
と
め
た
︒

　

２
０
２
０
年
度
大
学
︑
大

学
院
修
士
課
程
︑短
期
大
学
︑

高
等
専
門
学
校
の
卒
業
・
修

了
予
定
者
の
就
職
・
採
用
活

動
の
日
程
は
︑
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
︒

　

政
府
で
は
︑
学
生
が
学
修

時
間
を
確
保
し
な
が
ら
安
心

し
て
就
職
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
日
程

の
遵
守
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

�

労
働
時
間
見
直
し
等
の

た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成今春

の
法
改
正
に
準
拠

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑
労
働
時
間
等
設
定
改
善

法
︑
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
等
に
係

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
︑

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
︑
今

年
４
月
か
ら
同
法
お
よ
び
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
・
施

行
さ
れ
︑
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
の
導
入
や
︑
企
業

間
取
引
に
あ
た
っ
て
の
短
納

期
発
注
や
発
注
内
容
の
頻
繁

な
変
更
を
行
わ
な
い
こ
と
が

事
業
主
の
努
力
義
務
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
て
作
成
さ
れ

た
も
の
︒
改
正
に
伴
う
対
応

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
︑
厚
労
省
で

は
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
︑
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
に
努
め
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

�

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

が
ん
等
の
事
例
を
取
り
ま
と
め

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑﹁
事
業
場
に
お
け
る
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
平
成

31
年
３
月
改
訂
版
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
事

業
場
が
︑
が
ん
︑
脳
卒
中
な

ど
の
疾
病
を
抱
え
る
社
員
に

対
し
て
︑
適
切
な
就
業
上
の

措
置
や
治
療
に
対
す
る
配
慮

を
行
い
︑
治
療
と
仕
事
が
両

立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
︑
事
業
場
に
お
け
る
取
り

組
み
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
︒

２
分
冊
と
な
っ
て
お
り
︑﹁
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
写
真
）
に
は

両
立
支
援
を
巡
る
状
況
や
両

立
支
援
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項
︑
両
立
支
援
の

進
め
方
な
ど
の
ほ
か
︑
主
治

医
に
提
出
す
る
書
類
の
様
式

例
を
掲
載
︒﹁
企
業
・
医
療

機
関
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
で

は
︑
が
ん
︑
脳
卒
中
︑
肝
疾

患
に
関
し
て
︑﹁
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
収
録
の
様
式
例
の
記
載

方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
厚
労

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

�

２
０
１
９
年
度
﹁
Ｃ
Ｏ
２
削

減
対
策
促
進
事
業
﹂
を
実
施

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
４

月
11
日
︑
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
（
物
流
分
野
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
対
策
促
進
事
業
）﹂

の
執
行
団
体
と
し
て
︑
４
月

12
日
㈮
か
ら
公
募
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
（
５
月
14
日

㈫
17
時
必
着
）︒

　

対
象
事
業
は
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
高
効
率
化
支
援
事

業
﹂
な
ど
合
計
４
事
業
︒
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
高
効
率
化
支
援

事
業
の
内
訳
は
︑﹁
連
結
ト

ラ
ッ
ク
導
入
支
援
事
業
﹂
と

﹁
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ

車
両
導
入
支
援
事
業
﹂
の
２

種
類
︒
補
助
割
合
は
︑
連
結

ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
は
３
分
の

１
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ

ナ
車
両
の
場
合
は
一
般
的
な

ト
ラ
ッ
ク
と
の
差
額
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
︒
な
お
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
高
効
率
化
支
援

事
業
の
今
年
度
予
算
額
は
︑

前
年
度
比
１
億
５
０
０
０
万

円
増
と
な
る
２
億
５
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
４
月
18
日
㈭
に
は

大
阪
︑同
23
日
㈫
に
は
福
岡
︑

同
25
日
㈭
に
は
東
京
で
公
募

説
明
会
を
開
催
す
る
︒

　

同
事
業
お
よ
び
説
明
会
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

表　2020 年度卒業・修了予定者等の
　　　就職・採用活動の日程

広　　 報
活 動 開 始 卒業・修了年度に入る直前の３月１日以降

採 用 選 考
活 動 開 始 卒業・修了年度の６月１日以降

正 式 な
内 定 日 卒業・修了年度の 10月１日以降

平成31年3月改訂版

平成 31 年 3月印刷

事業場における治療と仕事の
両立支援のためのガイドライン

支
援
物
資
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
に

　

  
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
策
定

過
去
の
大
規
模
災
害
で
顕
在
化
し
た

課
題
を
受
け
て
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　近年、事業用自動車の運転者が疾
病により運転を継続できなくなる、いわ
ゆる健康起因による事故の発生件数が
増加している。この原因の中で最も多
いのは、脳血管疾患であり、さらに、
脳血管疾患は、平成 28 年中の日本
人全体の死亡原因の 8.4％を占め、
悪性新生物（がん）、心疾患、肺炎
に続いてワースト4位となっている。
　特に運転中に脳血管疾患を発症し
た場合、意識障害、意識消失、運動
麻痺等により、重大事故を引き起こす
可能性が高まることから、国土交通省
では「事業用自動車の運転者に関する脳血管疾患対策が必要」と指摘し、産官学
の幅広い関係者からなる「健康起因事故対策協議会」を設置、脳血管疾患対策
等の在り方について議論を行った。
　同協議会での議論を受けて、トラック運送事業者など自動車運送事業者が、運転
者の脳健診の受診等、脳血管疾患対策を進めていくために知っておくべき内容や取
り組む際の手順等を具体的に示した「自動車運送事業者における脳血管疾患対策
ガイドライン」を策定した。
　また、同省は30 年に、脳健診普及に向けたモデル事業を実施。同事業は全国
のトラック、バス、タクシーの事業者で今後、脳健診に積極的に取り組む方針の事
業者をモニターとして選定し、それぞれの業種で400 人ずつ合計 1,200 人の受診
結果を調査するもの。同省は、この結果を基に、同ガイドラインが活用されることによ
り、脳健診の受診や治療の必要性について理解が浸透し、事業者による自主的なス
クリーニング検査の導入が拡大することを期待している。

　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流

㈱
は
︑
親
会
社
で
あ
る
エ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
の
運
輸
部

門
が
独
立
し
て
昭
和
37
年
に

設
立
さ
れ
た
︒当
時
︑札
幌
︑

旭
川
︑
室
蘭
︑
釧
路
に
営
業

所
を
設
け
︑
30
人
体
制
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
が
︑
現
在
で

は
︑
同
社
グ
ル
ー
プ
は
︑
高

圧
ガ
ス
な
ど
の
危
険
物
か
ら
︑

一
般
貨
物
︑
３
Ｐ
Ｌ
事
業
︑

そ
し
て
厳
し
い
温
度
管
理
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
血
漿
・
血
液

輸
送
な
ど
︑
同
グ
ル
ー
プ
に

限
定
せ
ず
様
々
な
顧
客
の
輸

送
を
担
う
︑
総
合
物
流
企
業

と
し
て
幅
広
い
事
業
を
展
開

し
て
い
る
︒
な
か
で
も
︑
一

般
貨
物
で
は
︑
北
海
道
を
中

核
に
︑
全
国
の
拠
点
を
結
ぶ

輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
お
り
︑
特
に
︑
北
海
道

・
苫
小
牧
港
と
茨
城
県
・
大

洗
港
を
結
ぶ
海
上
航
路
を
利

用
し
た
シ
ャ
ー
シ
輸
送
で
は
︑

近
年
注
目
さ
れ
る
働
き
方
改

革
に
関
連
し
︑
労
働
時
間
縮

減
等
に
も
寄
与
し
て
い
る
︒

　
﹁
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル

ー
プ
の
物
流
部
門
を
担
う
弊

社
は
︑
酸
素
・
窒
素
と
い
っ

た
産
業
・
医
療
用
ガ
ス
や
︑

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
︑
建
設
資
材
︑
工

業
製
品
と
い
っ
た
生
産
関
連

貨
物
︑
そ
し
て
︑
農
産
物
︑

飼
料
︑
原
料
血
漿
︑
食
品
な

ど
人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
も
の
の
輸
送
に
つ
い
て
︑

独
自
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
で
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
︒

こ
れ
ら
の
貨
物
は
︑
世
の
中

に
不
可
欠
な
も
の
ば
か
り
で
︑

必
要
な
と
こ
ろ
に
大
切
に
運

ぶ
責
任
と
︑
安
定
的
に
供
給

す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
使

命
感
が
あ
り
︑
弊
社
で
働
く

従
業
員
の
健
康
と
安
全
は
︑

こ
れ
ら
を
支
え
る
上
で
︑
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
︒
こ
の
輸
送
を
支

え
る
た
め
︑
弊
社
グ
ル
ー
プ

と
し
て
健
康
保
険
組
合
を
持

っ
て
お
り
︑
従
業
員
と
そ
の

　

同
社
で
は
︑
安
全
・
健
康

管
理
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
︑
法
令
遵
守
は
当
然
の

こ
と
︑
自
主
的
に
そ
の
一
歩

先
も
見
据
え
た
対
策
を
推
進

し
て
き
た
︒

　

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
︑
点
呼
を
重
要
視

し
︑そ
の
際
に
実
施
す
る
﹁
乗

務
前
点
呼
時
に
お
い
て
運
転

者
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
確

認
す
べ
き
事
項
﹂
と
い
う
自

己
申
告
書
（
写
真
㊧
）
の
提

出
だ
︒
こ
の
申
告
書
は
︑
日

常
点
検
表
の
裏
に
ド
ラ
イ
バ

家
族
の
健
康
を
守
り
事
業
を

継
続
す
る
た
め
に
は
︑
ど
の

よ
う
な
健
保
運
営
を
す
る

か
︑
毎
年
度
︑
議
論
・
検
討

す
る
と
い
う
土
壌
が
あ
り
ま

す
︒
こ
う
し
た
ベ
ー
ス
が
あ
っ

て
総
合
的
な
健
康
・
安
全
管

理
を
推
進
し
て
い
ま
す
﹂（
図

書
功
一
経
営
管
理
本
部
総
務

人
事
グ
ル
ー
プ
部
長
）

ー
本
人
に
記
載
さ
せ
る
も
の

で
︑
こ
の
１
枚
で
﹁
車
の
健

康
と
人
間
の
健
康
が
分
か

る
﹂
と
い
う
仕
組
み
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
乗
務
前
に
自
分

が
乗
る
ト
ラ
ッ
ク
を
日
常
点

検
し
︑﹁
車
の
健
康
﹂
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
わ
け
だ
が
︑
そ
れ

が
終
わ
れ
ば
自
分
の
健
康
状

態
を
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
申

告
書
に
記
入
し
︑
運
行
管
理

者
に
報
告
す
る
︒
自
己
申
告

事
項
は
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
が

必
ず
申
告
す
る﹁
一
般
事
項
﹂

と
︑
こ
れ
ま
で
疾
病
等
の
経

験
が
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け

に
申
告
さ
せ
る
﹁
疾
病
者
﹂

用
申
告
欄
に
分
か
れ
て
い
る
︒

　

一
般
事
項
で
は
︑﹁
熱
は
な

い
か
﹂﹁
疲
れ
を
感
じ
な
い
か
﹂

﹁
眠
気
を
感
じ
な
い
か
﹂
な

ど
︑
一
般
的
な
健
康
状
態
を

確
認
す
る
た
め
の
設
問
が
並

ぶ
︒

　

一
方
︑
疾
病
者
用
の
項
目

は
︑﹁
高
血
圧
症
﹂﹁
心
血
管

性
疾
患
﹂﹁
糖
尿
病
﹂
を
患

っ
て
い
る
︑
ま
た
は
患
っ
た
こ

と
が
あ
る
当
事
者
に
︑
そ
の

疾
病
特
有
の
症
状
が
な
い
か

を
確
認
す
る
も
の
で
︑
最
後

に
﹁
本
日
の
運
転
に
支
障
は

な
い
か
﹂
の
質
問
に
対
し
て

﹁
あ
る
﹂﹁
な
し
﹂
で
答
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
車

も
人
間
も
健
康
で
︑
何
事
も

な
け
れ
ば
業
務
開
始
と
な
る

が
︑
時
に
︑
自
己
申
告
で
健

康
上
何
ら
か
の
訴
え
が
あ
っ

た
場
合
に
は
︑
慎
重
に
乗
務

の
可
否
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
︒

　
﹁
運
行
・
健
康
管
理
の
徹

底
の
た
め
に
︑
７
年
前
か
ら

弊
社
独
自
の
自
主
点
検
項
目

の
申
告
を
開
始
し
ま
し
た

が
︑
社
内
の
他
︑
同
業
他
社

な
ど
か
ら
も
︑﹃
時
期
尚
早
﹄

　

同
社
で
は
︑
一
般
の
点
呼

時
健
康
チ
ェ
ッ
ク
よ
り
も
厳

密
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
︑
乗

務
可
否
を
判
断
し
て
き
て
い

た
の
だ
が
︑
実
は
︑
平
成
30

年
の
前
半
︑
同
社
が
後
に
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
モ
デ
ル
事
業
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
の
１
つ

と
な
る
よ
う
な
事
案
が
発
生

し
た
︒

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

分
で
自
分
の
健
康
状
態
を
申

告
す
る
た
め
︑
嘘
を
書
け
な

い
と
い
う
心
理
状
態
も
あ
り
︑

か
な
り
信
頼
度
の
高
い
回
答

だ
と
思
い
ま
す
︒
管
理
者
側

は
﹃
ダ
メ
な
時
は
乗
務
さ
せ

な
い
﹄
と
い
う
毅
然
と
し
た

態
度
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
か

ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
も
実
際
に

乗
務
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
自
分
も
困
り
︑
ま

た
︑
周
り
に
も
迷
惑
が
か
か

る
の
で
︑﹃
普
段
か
ら
健
康

管
理
を
し
っ
か
り
し
な
く
て

は
い
け
な
い
﹄
と
い
う
意
識

の
浸
透
も
進
ん
で
い
ま
す
︒

さ
ら
に
︑ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹃
本

当
に
体
調
が
辛
く
て
乗
務
が

で
き
な
い
﹄
と
い
う
こ
と
を

訴
え
る
機
会
が
あ
る
︑
自
己

申
告
が
で
き
る
制
度
が
あ
る

こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
と
考

え
ま
す
︒
管
理
側
も
し
っ
か

り
と
管
理
し
ま
す
が
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
個
人
が
自
分
を
管
理

す
る
環
境
に
な
る
こ
と
も﹃
ク

ル
マ
の
健
康
と
人
の
健
康
﹄

の
深
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
﹂（
中
山
工
安
全

推
進
本
部
安
全
・
保
安
グ
ル

ー
プ
部
長
）

　

Ａ
さ
ん
は
定
年
を
直
近
に

控
え
る
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
で
︑
非
常
に
勤
務
態
度
も

真
面
目
で
長
年
同
社
の
業
務

発
展
に
貢
献
し
︑
会
社
か
ら

も
周
り
の
仲
間
か
ら
の
信
頼

も
厚
い
︒
し
か
し
︑
そ
の
Ａ

さ
ん
が
運
転
中
に
急
に
意
識

低
下
に
陥
り
︑
単
独
物
損
事

故
を
惹
起
し
て
し
ま
っ
た
︒

幸
い
︑事
故
に
相
手
が
な
く
︑

自
身
も
命
に
別
状
が
な
か
っ

た
が
︑
車
両
は
大
破
し
︑
本

人
の
運
転
経
歴
に
傷
を
残
し

た
だ
け
で
な
く
︑
会
社
に
も

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
︒

　

当
初
の
推
定
事
故
原
因

は
︑
Ａ
さ
ん
が
脇
見
を
し
た

か
居
眠
り
運
転
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
︑
と
い
う
Ａ
さ
ん

に
と
っ
て
非
常
に
不
名
誉
な

も
の
で
あ
り
︑
Ａ
さ
ん
の
人

柄
と
仕
事
ぶ
り
を
知
る
社
員

に
と
っ
て
は
︑
に
わ
か
に
信

じ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ

の
後
︑
Ａ
さ
ん
の
事
故
原
因

を
詳
細
に
調
べ
て
い
く
過
程

で
︑
全
く
違
っ
た
事
故
原
因

の
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
︒
結
果
的
に
Ａ
さ
ん

を
守
っ
た
の
は
前
方
と
運
転

席
側
の
室
内
映
像
を
記
録
す

る
方
式
の
映
像
記
録
型
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
︒

そ
し
て
Ａ
さ
ん
は
︑
頚
部
の

動
脈
狭
窄
（
動
脈
が
狭
く
な

り
血
の
巡
り
が
悪
く
な
る
こ

と
）
に
よ
り
突
然
発
生
し
た

運
転
中
の
意
識
低
下
に
よ

り
︑
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
り

路
外
に
逸
脱
︑
事
故
に
至
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
︒

　
﹁
最
初
に
ド
ラ
レ
コ
の
映
像

を
確
認
し
た
時
は
︑
事
故
の

直
前
に
Ａ
さ
ん
の
動
き
が
不

自
然
に
な
っ
て
い
た
の
で
﹃
居

眠
り
運
転
﹄
が
推
定
さ
れ
た

の
で
す
が
︑
繰
り
返
し
映
像

を
再
生
し
︑
詳
細
に
解
析
し

て
い
く
と
﹃
事
故
に
至
る
５

分
ぐ
ら
い
前
ま
で
右
手
を
き

ち
ん
と
使
っ
て
︑
正
常
な
ハ

ン
ド
ル
操
作
を
し
て
い
た
が
︑

事
故
直
前
で
は
右
手
が
脱
力

し
た
よ
う
に
動
き
に
く
く
な

り
︑
ハ
ン
ド
ル
に
触
れ
て
も

い
な
い
状
況
﹄で
し
た
︒ま
た
︑

﹃
事
故
後
も
暫
く
の
間
︑
朦

朧
と
し
て
い
た
﹄
と
い
う
初

期
救
助
の
方
の
証
言
も
あ
っ

た
た
め
︑
何
ら
か
の
脳
疾
患

だ
っ
た
疑
い
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
し
た
︒
乗
務
前
点

呼
で
は
﹃
支
障
が
な
い
﹄
と

自
己
申
告
し
て
い
ま
し
た

が
︑
突
然
前
触
れ
も
な
く
意

識
障
害
が
発
生
す
る
脳
や
動

脈
に
関
す
る
疾
患
の
恐
さ
を

知
る
き
っ
か
け
の
事
故
と
な

り
ま
し
た
﹂（
林
正
樹
安
全

推
進
本
部
安
全
・
保
安
グ
ル

ー
プ
課
長
）

　

同
社
で
は
︑
５
年
ほ
ど
前

か
ら
運
転
席
内
部
の
映
像
も

併
せ
て
記
録
で
き
る
ド
ラ
レ

コ
を
全
車
両
に
装
着
し
︑
運

転
中
の
不
安
全
行
動
の
抑
止

に
努
め
て
き
た
︒
し
か
し
︑

前
述
の
事
故
が
起
き
る
ま
で

は
︑
健
康
起
因
に
よ
り
発
生

し
た
事
故
の
原
因
を
特
定
す

る
用
途
で
の
活
用
は
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
︒

　
﹁
平
成
26
年
３
月
か
ら
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
と
は
別

に
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
ド

ラ
レ
コ
を
装
着
し
ま
し
た
が
︑

運
転
席
側
の
映
像
が
映
る
と

い
う
こ
と
に
理
解
が
得
ら
れ

る
ま
で
に
は
相
当
な
時
間
と

説
得
が
必
要
で
し
た
︒
導
入

当
初
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

﹃
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
﹄

な
ど
と
反
発
の
声
が
強
く
︑

装
置
の
電
源
プ
ラ
グ
を
抜

く
︑
室
内
カ
メ
ラ
の
向
き
を

変
え
て
し
ま
う
等
の
行
為
が

後
を
絶
た
ず
︑
対
応
に
苦
慮

し
ま
し
た
︒
そ
の
度
に
︑
ド

ラ
レ
コ
の
導
入
目
的
は
﹃
ド

ラ
イ
バ
ー
を
守
る
意
味
も
あ

る
﹄
と
説
得
し
て
き
ま
し
た

が
︑導
入
か
ら
時
間
も
経
ち
︑

先
ほ
ど
の
健
康
起
因
事
故
の

他
に
も
︑
昨
年
発
生
し
た
歩

行
者
の
飛
び
出
し
（
故
意
の

　

そ
ん
な
時
に
︑
北
海
道
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
奈
良
幹
男
会

長
）
を
通
じ
て
国
土
交
通
省

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
の
が
︑

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
脳
健
診
普

及
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
だ

っ
た
︒
こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
︑

疾
病
の
早
期
発
見
に
有
効
な

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
受
診
結
果
を
国
へ

提
供
す
る
こ
と
で
同
健
診
の

導
入
効
果
を
調
査
す
る
も

の
︒
国
は
︑
得
ら
れ
た
調
査

結
果
を
業
界
全
体
で
共
有
す

る
こ
と
な
ど
で
脳
健
診
の
普

及
促
進
を
目
指
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
同
モ
デ
ル
事

業
に
協
力
し
て
︑
30
年
10
月

か
ら
31
年
３
月
に
か
け
て
︑

北
海
道
内
の
同
社
ド
ラ
イ
バ

ー
48
人
を
受
診
さ
せ
た
︒

飛
び
出
し
）事
故
の
際
に
は
︑

ド
ラ
レ
コ
の
映
像
が
︑
相
手

方
の
故
意
の
飛
び
出
し
と
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
歩
行
者
の
飛

び
出
し
を
瞬
時
に
察
知
し
︑

必
死
の
回
避
行
動
を
行
う
様

子
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
お

り
︑
動
か
ぬ
証
拠
と
し
て
ド

ラ
イ
バ
ー
を
救
い
ま
し
た
︒

も
し
︑
こ
の
映
像
が
な
け
れ

ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
漫
然
運

転
や
脇
見
が
疑
わ
れ
︑
事
故

処
理
に
長
期
間
を
要
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
事
故
内
容

で
あ
っ
た
た
め
︑
そ
の
効
果

は
絶
大
で
し
た
︒
こ
う
い
っ

た
実
績
か
ら
︑
徐
々
に
そ
の

有
効
性
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も

認
知
・
理
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
︑
30
年
度
に
は
デ
ジ
タ

コ
と
ド
ラ
レ
コ
一
体
型
の
機
器

へ
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し

た
︒
機
器
の
入
れ
替
え
前
は
︑

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た

映
像
の
解
析
は
︑
必
要
な
映

像
（
事
象
）
が
発
生
し
た
時

点
で
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
引
き
抜

き
︑
営
業
所
に
帰
着
し
て
か

ら
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
︑
大
変
手
間
の
か
か
る
運

用
で
し
た
が
︑
現
在
は
ク
ラ

ウ
ド
型
の
複
合
機
を
全
車
両

に
導
入
完
了
し
︑
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
動
態
把
握
が
可
能

に
な
り
︑
ま
た
︑
映
像
の
取

り
出
し
も
︑
必
要
が
生
じ
た

時
点
で
営
業
所
︑
本
社
等
の

Ｐ
Ｃ
か
ら
す
ぐ
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
︒﹃
家
族

も
個
人
も
大
事
︒
キ
ャ
ビ
ン

内
は
自
分
１
人
で
相
手
も
い

な
い
か
ら
︑
自
分
を
守
る
た

め
の
内
部
映
像
記
録
﹄
を
強

く
訴
え
︑
事
故
の
抑
止
︑
防

止
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
﹂

（
中
山
部
長
）

　

そ
の
結
果
︑
48
人
中
︑﹁
異

常
な
し
﹂
と
診
断
さ
れ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
35
人
で
約
７
割
︑

﹁
経
過
観
察
﹂
が
９
人
で
約

２
割
︑
そ
し
て
︑﹁
要
受
診
﹂

と
判
断
さ
れ
た
の
が
４
人
で

約
１
割
と
い
う
結
果
だ
っ
た
︒

要
受
診
の
者
の
う
ち
︑
１
人

は
受
診
後
に
要
受
診
と
判
断

さ
れ
︑
再
々
受
診
の
後
に
よ

う
や
く
﹁
問
題
な
し
﹂
と
判

断
さ
れ
た
が
︑
あ
と
の
３
人

の
う
ち
２
人
は
︑
何
ら
か
の

異
常
が
見
つ
か
り
今
後
は

﹁
年
１
回
定
期
検
査
﹂
が
必

要
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
も

う
１
人
は
緊
急
性
こ
そ
な
か

っ
た
も
の
の
︑
脳
動
脈
瘤
が

見
つ
か
り
︑
時
期
を
み
て
手

術
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　
﹁
こ
の
結
果
を
み
て
︑
予
想

し
て
い
た
よ
り
も
多
い
と
感

じ
ま
し
た
︒
検
査
結
果
を
受

け
て
手
術
す
る
こ
と
を
選
択

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
健
診
を
受
け
る
ま
で
︑

自
覚
症
状
も
な
か
っ
た
よ
う

で
し
た
か
ら
︑
も
し
今
回
受

診
し
て
い
な
か
っ
た
ら
将
来

的
に
は
突
然
の
意
識
消
失
を

引
き
起
こ
す
﹃
く
も
膜
下
出

血
﹄
を
発
症
す
る
危
険
性
が

あ
っ
た
の
で
︑
会
社
に
と
っ
て

も
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
に
と
っ

て
も
大
変
役
に
立
つ
健
診
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
︒
ま
た
︑

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
︑
先

ほ
ど
の
事
故
の
例
と
同
じ
頚

動
脈
狭
窄
の
疑
い
が
発
見
さ

れ
︑
精
密
検
査
と
な
り
ま
し

た
︒
幸
い
に
し
て
緊
急
の
治

療
を
要
す
る
よ
う
な
病
状
で

は
な
く
︑
定
期
的
に
検
査
を

行
う
こ
と
で
就
業
に
は
問
題

な
い
と
の
診
断
で
し
た
︒
脳

や
頚
部
の
血
管
は
︑
簡
単
に

開
い
て
診
る
こ
と
も
で
き
ず
︑

以
前
ま
で
の
造
影
剤
に
よ
る

血
管
撮
影
は
入
院
を
要
し
︑

検
査
費
用
も
嵩
む
と
聞
い
て

い
た
の
で
︑
最
新
技
術
を
使

っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
診

断
は
︑
短
い
時
間
（
病
院
滞

在
約
30
分
）
で
頚
部
と
脳
の

血
管
の
造
影
検
査
が
出
来
る

画
期
的
な
診
断
方
法
だ
と
思

い
ま
し
た
﹂（
林
課
長
）

　

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

数
も
多
く
︑
今
回
は
60
歳
以

上
の
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
と

思
わ
れ
る
年
齢
層
に
絞
っ
て

受
診
を
さ
せ
た
が
︑﹁
モ
デ

ル
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
︑
今
回
の
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健

診
に
よ
り
︑
場
合
に
よ
っ
て

は
業
務
変
更
︑
配
置
転
換
を

検
討
す
る
と
同
時
に
︑
診
断

結
果
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
就
労
に
著
し
く
不

利
な
扱
い
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
︑
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
﹂（
図
書

部
長
）と
い
う
︒
同
社
で
は
︑

Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

簡
易
検
査
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
が
︑
健
康
診
断
結

果
に
基
づ
い
て
そ
の
個
人
に

あ
っ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
ん
で

い
く
方
針
に
す
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
︒

　

な
お
︑
受
診
費
用
は
２
～

３
万
円
で
保
険
適
用
外
で
あ

る
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

５
千
円
︑
国
か
ら
５
千
円
の

補
助
が
あ
っ
た
た
め
︑
同
社

の
自
己
負
担
額
は
１
人
当
た

り
１
万
円
か
ら
１
万
５
千
円

ほ
ど
︒
診
察
時
間
は
完
全
予

約
制
で
︑
時
間
的
に
は
病
院

に
滞
在
す
る
時
間
で
約
30

分
︑
診
断
自
体
は
15
分
ほ
ど

と
短
い
︒﹁
実
際
に
は
ト
ラ
ッ

ク
で
寄
れ
る
病
院
は
あ
ま
り

な
い
の
で
︑
交
通
機
関
を
利

用
し
た
移
動
な
ど
含
め
て
半

日
ほ
ど
で
受
診
可
能
﹂（
林

課
長
）
だ
と
い
う
︒

　
﹁
健
康
管
理
を
推
進
す
る

こ
と
で
健
保
の
健
全
経
営
に

繋
が
り
︑
ひ
い
て
は
社
員
の

健
康
︑
家
族
の
健
康
に
直
結

し
継
続
的
な
事
業
が
続
く
こ

と
に
な
り
ま
す
︒
現
在
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
の

深
刻
な
人
材
不
足
や
高
齢
化

な
ど
の
背
景
が
あ
る
な
か
で
︑

弊
社
も
事
業
継
続
を
考
え
る

と
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
を
考

え
て
い
ま
す
︒
再
雇
用
に
つ

い
て
も
健
康
が
大
切
な
の
は

当
然
で
︑
判
断
基
準
に
な
り

う
る
健
康
診
断
に
つ
い
て
も

従
来
型
の
メ
ニ
ュ
ー
や
や
り

方
で
本
当
に
い
い
の
か
︑
こ

う
し
た
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
時
に
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

事
故
は
会
社
の
存
続
に
関
わ

り
ま
す
が
︑
個
人
の
問
題
に

も
跳
ね
返
る
の
で
︑
こ
の
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
モ
デ
ル
事
業
で

の
経
験
を
入
り
口
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
︑
よ
り
い
い
こ
と

は
積
極
的
に
採
り
入
れ
る
姿

勢
を
貫
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

車
が
あ
っ
て
も
従
業
員
が
い

な
い
の
で
は
仕
事
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
し
︑
人
の
健
康
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
︒
今
の
取

り
組
み
︑
今
ま
で
の
や
り
方

も
正
解
で
し
た
が
︑
新
し
い

や
り
方
を
見
つ
け
れ
ば
︑
そ

れ
が
新
し
い
答
え
に
な
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
︒
こ

れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も
の

を
可
視
化
し
て
︑
さ
ら
に
安

全
対
策
を
深
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
図

書
部
長
）
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 このガイドラインでは、自動車運送事業者が脳血管疾患対策として必要となる、以下

のような脳健診の活用手順をまとめてあります。 

 

 

脳血管疾患がどのようなものかを知りましょう（Ｐ５～） 

脳健診がどのようなものかを知り、 

社内での活用を検討しましょう（Ｐ１３～） 

脳健診受診の対象者など、 

受診結果を受けて、必要な精密検査や治療 

各検査、治療等の結果を踏まえて、医師からの 

脳血管疾患のリスクが高い運転者には 

生活習慣の改善を指導しましょう（Ｐ９～） 

脳血管疾患対策の必要性を

社内全体で意識共有しましょう（Ｐ１２～） 

社内での進め方を決めましょう（Ｐ１６～） 

を受けてもらいましょう（Ｐ２０～） 

意見を聞きながら適切に対応しましょう（Ｐ２３～） 

運転者が健康で安全に業務ができる 

職場環境にしましょう 

本ガイドラインのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年２月２３日 

 

国土交通省自動車局 
事業用自動車健康起因事故対策協議会 

 

自動車運送事業者における 脳血管疾患対策ガイドライン ～脳健診の必要性と活用～  

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
北
海
道
札
幌
市
の
エ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
株
式
会
社
（
向

出
敏
行
代
表
取
締
役
）
に
お
け
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

❖
「
世
の
中
に
必
要
な
も
の
」
を
運
ぶ
企
業
と
し
て

安
定
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
責
任

第
15
回  

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
㈱
（
北
海
道
札
幌
市
）

❖
「
車
」
と
「
人
」
の
健
康
管
理
が
両
輪

点
呼
時
に
自
己
申
告
チ
ェッ
ク
表
を
提
出

❖
ド
ラ
レ
コ
が
守
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名
誉

キ
ャ
ビ
ン
内
映
像
か
ら
事
故
原
因
を
推
定
へ

❖
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
モ
デ
ル
事
業
に
参
加

想
像
以
上
の
効
果
に
継
続
検
討

図書　功一
経営管理本部

総務人事グループ部長

中山　工
安全推進本部

安全・保安グループ部長

林　正樹
安全推進本部

安全・保安グループ課長

エア・ウォーター物流株式会社
会社所在地	 北海道札幌市豊平区
	 月寒東 2条 16 丁目１番 6号
資本金	 1 億 7,750 万円
創　立	 昭和 37 年 5月
従業員数	 962人（平成30年3月末現在）
車両数	 1,138 台（同上）

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
な
ど
最
先
端
の
安
全
対
策
導
入
へ

見
え
な
い
予
兆
を
察
知
し
、
そ
の
先
の
健
康
・
安
全
を

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

【国交省】 脳血管疾患対策ガイドライン策定コラム

乗務前点呼ではドライバー1人ひとりの健康状態を確認するが、その際にドライバー
からも自己申告書が提出される

定期的に全ドライバーを対象に各種安全研修を実施している
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ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
は
国

内
物
流
の
基
幹
的
役
割
を
果

た
し
て
お
り
︑
我
が
国
の
産

①
長
時
間
労
働
の
是
正

▼�

長
す
ぎ
る
労
働
時
間
の
見

直
し

・
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

常
態
化
し
た
長
時
間
労
働

は
︑
睡
眠
時
間
や
休
養
時
間

の
不
足
と
な
り
︑
健
康
に
悪

業
・
経
済
活
動
の
基
盤
と
な

る
重
要
な
産
業
で
す
︒
し
か

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
を

担
う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
全
産
業
平
均
と
比
べ
て

長
時
間
労
働
︑
低
賃
金
と
な

っ
て
お
り
︑﹁
２
割
長
く
２
割

安
い
﹂
職
業
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
︒
人
手
不
足
は
一
段
と

影
響
を
及
ぼ
し
︑
さ
ら
に
は

家
庭
生
活
・
余
暇
時
間
の
不

足
は
︑
生
産
性
の
低
下
︑
職

業
と
し
て
の
魅
力
度
の
低

下
︑
離
職
等
の
要
因
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
︒

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

他
産
業
に
も
増
し
て
労
働
時

間
縮
減
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
︒

▼�
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
へ
の
対
応

・
労
働
基
準
法
の
改
正
に
よ

り
︑
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

罰
則
付
き
の
上
限
規
制
が
導

入
さ
れ
ま
す
︒
自
動
車
の
運

・
左
図
は
︑
労
働
生
産
性
の

向
上
︑事
業
者
の
経
営
改
善
︑

適
正
取
引
の
推
進
︑
人
材
の

確
保
・
育
成
の
４
分
野
に
つ

い
て
︑
取
り
組
み
の
視
点
や

方
策
を
整
理
し
た
も
の
で

す
︒
自
社
の
業
態
︑
労
働
実

態
に
あ
わ
せ
て
︑
改
善
方
策

を
見
つ
け
て
下
さ
い
︒

転
業
務
に
つ
い
て
は
︑
上
限

規
制
の
適
用
は
２
０
２
４
年

（
改
正
労
働
基
準
法
施
行
か

ら
５
年
間
猶
予
）
か
ら
︑
年

間
の
上
限
値
も
一
般
則
の
年

７
２
０
時
間
よ
り
も
長
い
年

９
６
０
時
間
と
な
り
ま
す
が
︑

将
来
的
に
は
単
月
や
複
数
月

の
規
制
を
含
む
一
般
則
の
適

用
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
コ
ラ
ム
参
照
）︒

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し

て
は
︑
与
え
ら
れ
た
猶
予
期

間
の
中
で
︑
す
べ
て
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
法
律
を

遵
守
で
き
る
体
制
を
確
立
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

▼�

過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進

・
さ
ら
に
︑
陸
上
貨
物
運
送

業
の
脳
・
心
臓
疾
患
に
よ
る

労
災
認
定
件
数
は
︑
他
の
業

種
に
比
べ
て
も
著
し
く
多
く
︑

業
界
を
挙
げ
て
過
労
死
等
防

止
対
策
の
普
及
・
促
進
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

②�

雇
用
促
進
に
繋
が
る
処
遇

の
実
現

▼�

労
働
条
件
・
職
場
環
境
の

改
善
を

・
若
年
労
働
者
を
確
保
し
︑

優
秀
な
人
材
を
業
界
に
呼
び

込
む
た
め
に
は
︑
他
産
業
並

み
の
労
働
環
境
︑労
働
条
件
︑

職
場
環
境
の
改
善
が
不
可
欠

で
す
︒
雇
用
促
進
に
繋
が
る

賃
金
ア
ッ
プ
等
の
処
遇
改
善

の
早
期
実
現
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
︒

▼�

そ
の
た
め
に
は
適
正
運
賃

・
料
金
の
収
受
を

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善

に
向
け
た
原
資
を
確
保
す
る

た
め
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
の
改
正
を
踏
ま
え

て
︑
適
正
な
原
価
計
算
に
基

づ
き
︑
す
べ
て
の
事
業
者
が

再
生
産
可
能
な
運
賃
・
料
金

を
収
受
で
き
る
よ
う
︑
関
係

者
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
︒

③�

荷
主
と
の
協
力
・
連
携
の

必
要
性

▼�

荷
主
の
協
力
を
引
き
出
す

・
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
生
産
性
を
高
め
︑
労
働

時
間
を
短
縮
し
て
い
く
た
め

に
は
︑
無
駄
な
待
ち
時
間
を

減
ら
す
︑
パ
レ
ッ
ト
化
し
て

積
み
込
み
・
荷
卸
し
に
係
る

荷
役
時
間
を
短
く
す
る
︑
長

距
離
輸
送
で
は
高
速
道
路
を

有
効
に
活
用
す
る
等
の
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
︒
し
か

し
︑
こ
れ
に
は
荷
主
が
作
業

手
順
を
調
整
し
た
り
︑
パ
レ

ッ
ト
等
の
荷
役
機
器
の
導
入

や
高
速
道
路
利
用
に
係
る
必

要
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
等
︑

荷
主
の
積
極
的
な
協
力
が
不

可
欠
で
す
︒

・
物
流
条
件
の
調
整
や
コ
ス

ト
負
担
等
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
は
荷
主
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
︑

積
極
的
な
提
案
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
︒

④�

継
続
的
視
点
か
ら
の
対
策

の
必
要
性

▼�

猶
予
期
間
は
５
年
間

・
自
動
車
運
転
業
務
に
つ
い

て
は
︑
改
正
労
働
基
準
法
施

行
か
ら
上
限
規
制
の
適
用
ま

で
５
年
間
の
猶
予
が
あ
り
ま

す
︒準
備
期
間
︑実
行
期
間
︑

評
価
改
善
期
間
を
設
け
︑
そ

の
進
捗
段
階
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
る
な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
︑
目

標
達
成
に
向
け
て
途
切
れ
る

こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
︒

⑤�

業
界
組
織
を
縦
横
に
活
用

し
た
取
り
組
み
の
必
要
性

▼�

ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
適
正
化
事

業
実
施
機
関
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
は
︑

全
ト
協
︑
地
方
ト
協
︑
協
会

支
部
︑
適
正
化
事
業
実
施
機

関
等
の
組
織
が
あ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
︑
こ
う
し
た
業
界

組
織
の
協
力
や
支
援
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
︒

⑥�

社
会
に
貢
献
す
る
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
維
持
・
強
化

▼�

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
止
め
て
は

な
ら
な
い

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
は
我
が
国

の
経
済
・
産
業
の
発
展
︑
便

利
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
︑

平
時
︑
緊
急
時
を
問
わ
ず
国

民
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

す
︒

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は

社
会
に
貢
献
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
・
強
化
で
き
る
よ

う
︑
働
き
方
改
革
︑
生
産
性

向
上
に
早
急
に
取
り
組
む
と

同
時
に
︑
荷
主
や
関
連
す
る

業
界
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
の
責
務
を
未
来
に

向
け
て
継
続
す
る
た
め
の
行

動
を
速
や
か
に
起
こ
す
こ
と

が
重
要
で
す
︒

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
の
維
持

・
発
展
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
条
件
を
改
善
し
︑
若

年
労
働
者
を
呼
び
込
む
対
策

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
長
時
間
労
働
の
抑
制
と
職

業
と
し
て
の
魅
力
向
上
の
た

め
︑﹁
労
働
生
産
性
の
向
上
﹂

﹁
運
送
事
業
者
の
経
営
改
善
﹂

﹁
適
正
取
引
の
推
進
﹂﹁
人

材
の
確
保
・
育
成
﹂
を
柱
と

し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
し
︑
業
界
・
企
業
の
総

力
を
結
集
し
て
実
行
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
︒
な
お
︑

達
成
目
標
は
表
１
の
通
り
︒

課題
分野 取り組みの視点

⑴荷待ち時間・荷役時間の
　削減

⑵高速道路の有効活用

⑶市街地での納品業務の
　時間短縮

⑷長距離輸送の改革

①荷役のパレット化、省力・アシスト機器の活用

具体的な改善対策（キーワード） 

①適切な運行計画づくり

①都市内共配の促進

②共同宅配ボックスの設置利用

⑶多層化の改善 ①公正な取引ルールを知る

⑶若年労働力確保に向けた
　取り組み

①新卒者へのアプローチ

②物流特殊指定・下請法

②高速料金の収受

③ETC2.0 の活用

⑵ IT を活用した運行管理
　の効率化

①デジタルタコグラフ等を活用した運行管理、労働時間管理

② IT 点呼

③運輸統合管理システム

⑵適正運賃・料金の収受 ①再生産可能な運賃の設定

②新標準運送約款に準拠した料金体系への転換

③割増運賃、諸料金も適正に収受

⑵職場・会社の魅力度
　アップ

①人材確保に賃金アップは大前提

②女性、高齢者も働きやすい職場・会社づくり

③働き甲斐のある職場・会社づくり

③年次有給休暇の取得促進

②時間管理の徹底

③トラック予約受付システムの活用

④荷主以外の倉庫等の都合による待機時間の削減

⑴経営基盤の強化 ①経営規模の拡大

②賃金アップを見込んだ原価計算、運賃・料金の設定

⑴書面化・記録化の推進 ①契約の書面化

②荷待ち時間の記録

⑴ドライバーの処遇改善 ①給与体系の見直し

②週休 2日制の導入・完全実施

③労働時間削減目標の設定と管理

④管理スタッフ（事務職）の働き方改革

⑤トラック協会のセミナー・経営診断等の活用

①中継輸送の３つの方式

⑸新しい車両技術の導入 ①ダブル連結トラック／スワップボディ

②サービスエリア・パーキングエリアで対面で乗り換え

⑷コンプライアンス経営
　の強化

①コンプライアンス経営は企業の継続・発展の前提

②行政処分の強化

③営業所を利用した中継輸送

④ツーマン運行（２人乗務）によるワークシェアリング

１　

労
働
生
産
性
の
向
上

２　

運
送
事
業
者
の
経
営
改
善

３　

適
正
取
引
の
推
進

４　

人
材
の
確
保
・
育
成

コラム

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
石
井

啓
一
国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
要
請
を
受

け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
︑
業
界
と

し
て
の
達
成
目
標
や
こ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
取
り
組
み
事
項
を
取
り
ま
と
め

た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂

を
平
成
30
年
３
月
に
策
定
︒
今
年
２
月

に
は
︑
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
け

る
取
り
組
み
事
項
を
よ
り
具
体
的
に
解

説
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き

方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
解
説
書
）﹂
を
作
成
し
た
︒

　

こ
こ
で
は
シ
リ
ー
ズ
企
画
と
し
て
︑

同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
解
説
書
）
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
解

説
書
）
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒
運
送
事
業
者

に
お
か
れ
て
は
︑
自
社
の
働
き
方
改
革

推
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
︒

1
　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

2
　
基
本
方
針
（
表
２
）

3
　
課
題
分
野
と
改
善
方
策
（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
）

「アクションプラン」特集

トラック運送業界の働き方改革実現を目指して
第
１
回

全
ト
協

表１　アクションプランの達成目標
目標　時間外労働年960時間超のトラック運転者が発生する事業者の割合

2021 年度（施行後 3年目） 25％

2022 年度（施行後 4年目） 20％

2023 年度（施行後 5年目） 10％

2024 年度（適用開始年度） 0％

表２　  トラック運送業界の
働き方改革実現に向けた

アクションプラン　基本方針
１. 罰則付き時間外労働の上限規制に対応するため、
長時間労働を是正します。

２. 若年労働者を確保し、優秀な人材を業界に呼び
込むため、ドライバーの処遇、労働環境、労働
条件の改善に努めます。

３. 物流条件の調整やコスト負担等についての理解
促進をはかるため、国や荷主を含めた関係者と
緊密なコミュニケーションをとります。

４. 場当たり的な対策ではなく、目標達成に向け途
切れることなく取り組みます。

５. 全ト協、地方ト協、適正化事業実施機関等、業
界団体も一丸となって取り組みます。

６. 社会に貢献するトラック輸送サービスを維持・
強化するため、荷主や関連する業界とともに、
ライフラインとしての責務を未来に向けて継続
するための行動を速やかに起こします。
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ー指導・監督指針の内容（12項目）を網羅ー
①トラックドライバーの心構え
②トラック運送事業と関係法令
③ドライバーの日常業務
④過労運転の防止と緊急時の対応
⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転
⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項
⑨危険の予測及び回避
⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

法改正に即した万全の知識を！
関係法令の一部改正に伴い、「事業用トラックドライバー研修テ
キスト」を改訂しました。
最新の知識に基づく適正な教育・研修にご活用ください。

お問合せは 
日貨協連テキスト販売係まで

Tel:０３－３３５５－２０３１
Fax:０３－３３５５－２０３７

全10分冊 
販売
価格 5,000円

税　別
送料別

A4判ケース付き

ホームページアドレス    http://www.nikka-net.or.jp
〒 1 6 0 - 0 0 0 4   東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 丁 目 2 番 5  ( 全 日 本 ト ラ ッ ク 総 合 会 館 9 階 )

事業用トラックドライバー研修テキスト事業用トラックドライバー研修テキスト
トラック運送業界唯一の教育テキスト！新規採用者必携！トラック運送業界唯一の教育テキスト！新規採用者必携！

～国土交通省の指導・監督指針（告示）12項目に対応～ 全ト協制作

■関係法令改正に伴う追加 21ヶ所
■統計データの更新 39ヶ所 等

全92ヶ所を更新
改訂版
2019年

改訂内容の詳細は下記のホームページをご覧ください。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク（
Ｇ

Ｗ
）な
ど
の
長
期
休
暇
中
は
︑

﹁
シ
ス
テ
ム
管
理
者
が
不
在

に
な
る
﹂
な
ど
︑
通
常
と
は

異
な
る
状
況
に
な
る
︒
そ
う

し
た
中
で
情
報
シ
ス
テ
ム
の

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
不
正
ア
ク

セ
ス
等
の
被
害
が
発
生
し
た

場
合
︑
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
︒

　

特
に
︑
今
年
は
Ｇ
Ｗ
期
間

中
に
改
元
が
予
定
さ
れ
て
お

り
︑
改
元
に
便
乗
し
た
新
た

な
手
口
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
︒

　
（
独
）
情
報
処
理
推
進
機

構
で
は
︑
長
期
休
暇
に
お
け

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

①�

銀
行
窓
口
の
営
業
に
つ
い
て

　

10
連
休
中
は
銀
行
法
の
定

め
る
休
業
日
と
な
る
こ
と
か

ら
︑
多
く
の
銀
行
に
お
い
て

窓
口
が
休
み
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
連
休

前
後
は
窓
口
が
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
︑
窓

口
で
必
要
と
な
る
手
続
き
に

つ
い
て
は
︑
連
休
前
の
早
め

の
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

②�

連
休
中
の
振
込
等
の
取
り

扱
い

　

連
休
中
で
あ
っ
て
も
︑
全

出典：「改元に伴う情報システム改修等への対応について」経済産業省

図３　情報システムの改元対応におけるポイント
　

前
回
の
改
元
（
昭
和
↓
平

成
：
１
９
８
９
年
）
時
と
比

較
す
る
と
︑
現
在
の
情
報
シ

ス
テ
ム
は
規
模
や
構
成
が
大

き
く
異
な
り
︑
シ
ス
テ
ム
間

連
携
（
シ
ス
テ
ム
間
の
デ
ー

タ
の
や
り
と
り
）
は
多
様
で

複
雑
と
な
っ
て
い
る
︒
情
報

シ
ス
テ
ム
の
改
元
対
応
に
際

し
て
は
前
回
改
元
時
の
対
応

と
は
異
な
る
対
応
が
求
め
ら

れ
る
︒
５
月
１
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
改
元
に
向
け
て
︑

現
在
使
用
し
て
い
る
情
報
シ

ス
テ
ム
の
対
応
に
つ
い
て
は
︑

図
３
に
示
し
た
点
に
注
意
し

て
準
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
︒

シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
た
め
に

早
め
の
対
応
作
業
を

2 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
元
対
応

資
金
繰
り
対
策
特
別
相
談
窓

口
﹂
が
設
置
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
日
本
政
策
金
融
公

庫
︑沖
縄
振
興
開
発
公
庫
は
︑

４
月
30
日
㈫
か
ら
５
月
２
日

㈭
の
３
日
間
︑﹁
休
日
電
話

相
談
﹂
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
通
常
の
融
資
枠
と
は
別

枠
の
融
資
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
貸
付
）
を
実
施
す
る
︒

　

相
談
申
込
な
ど
の
詳
細

は
︑
各
機
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

　

例
年
に
な
い
長
期
の
10
連

休
に
伴
い
︑
資
金
繰
り
対
策

の
必
要
が
生
じ
る
可
能
性
の

あ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
か
ら
の
融
資
や
返
済
に

関
す
る
相
談
に
︑
迅
速
か
つ

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う

た
め
︑
全
国
の
日
本
政
策
金

融
公
庫
︑
沖
縄
振
興
開
発
金

融
公
庫
︑
商
工
組
合
中
央
金

庫
︑
信
用
保
証
協
会
に
﹁
平

成
31
年
４
月
27
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
の
10
連
休
に
係
る

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）︑
中
日

本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
）︑
西
日
本
高
速

道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
）︑
本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
㈱
（
Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
）

と
（
公
財
）
日
本
道
路
交
通

情
報
セ
ン
タ
ー
は
︑
Ｇ
Ｗ
期

間
（
４
月
26
日
㈮
～
５
月
６

日
㈪
の
11
日
間
）
の
高
速
道

路
で
の
交
通
集
中
に
よ
る
渋

滞
予
測
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
図
４
の

通
り
︑
下
り
線
で
は
５
月
３

日
㈮
に
渋
滞
が
多
発
す
る
ほ

か
︑
上
り
線
で
は
特
に
５
月

４
日
㈯
～
５
日
㈰
に
渋
滞
が

多
発
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
︒

　

な
お
︑
高
速
道
路
各
社
に

お
け
る
特
に
長
い
渋
滞
発
生

予
測
は
表
の
通
り
︒

　

高
速
道
路
各
社
で
は
︑
渋

滞
の
比
較
的
少
な
い
日
・
時

間
帯
で
の
利
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

を
以
下
の
よ
う
に
取
り
ま
と

め
︑
事
業
者
等
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

︻
組
織
の
シ
ス
テ
ム
管
理
者

向
け
︼

①
長
期
休
暇
前
の
対
策

・
緊
急
連
絡
体
制
の
確
認

・ 

使
用
し
な
い
機
器
の
電
源

Ｏ
Ｆ
Ｆ

②
長
期
休
暇
明
け
の
対
策

・
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用

・
定
義
フ
ァ
イ
ル
の
更
新

・ 

サ
ー
バ
等
に
お
け
る
各
種

ロ
グ
の
確
認

︻
組
織
の
利
用
者
向
け
︼

①
長
期
休
暇
前
の
対
策

・ 

機
器
や
デ
ー
タ
の
持
ち
出

し
ル
ー
ル
の
確
認
と
遵
守

・ 

社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

機
器
接
続
ル
ー
ル
の
確
認

と
遵
守

・ 

使
用
し
な
い
機
器
の
電
源

Ｏ
Ｆ
Ｆ

②
長
期
休
暇
中
の
対
策

・ 

持
ち
出
し
機
器
や
デ
ー
タ

の
厳
重
な
管
理

③
長
期
休
暇
明
け
の
対
策

・
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用

・
定
義
フ
ァ
イ
ル
の
更
新

・ 

持
ち
出
し
機
器
の
ウ
イ
ル

ス
チ
ェッ
ク

・
不
審
な
メ
ー
ル
に
注
意

国
銀
行
資
金
決
済
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
休
日
等
に
提
供
す
る

﹁
モ
ア
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
﹂

に
接
続
す
る
金
融
機
関
同
士

で
あ
れ
ば
︑
原
則
︑
振
込
の

即
時
入
金
が
可
能
と
な
る
︒

詳
細
は
︑
振
込
の
際
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
等
の
画
面
を
確
認
の

こ
と
︒

③�

口
座
引
落
日
、
返
済
日
等

の
変
更

　

10
連
休
中
に
口
座
振
替
日

が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
︑

口
座
か
ら
の
引
落
日
は
翌
営

業
日
（
５
月
７
日
）
扱
い
と

な
る
︒
あ
ら
か
じ
め
必
要
な

資
金
の
口
座
へ
の
入
金
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
融
資
取
引
に
係
る

返
済
日
が
10
連
休
中
に
設
定

さ
れ
て
い
る
場
合
は
︑
銀
行

と
の
契
約
内
容
に
従
い
︑
前

営
業
日
（
４
月
26
日
）
ま
た

は
翌
営
業
日
（
５
月
７
日
）

扱
い
と
な
る
︒
利
息
の
取
り

扱
い
等
も
含
め
︑
契
約
内
容

の
確
認
を
求
め
て
い
る
︒

④
資
金
計
画
の
確
認

　

連
休
に
伴
い
︑
例
え
ば
︑

給
与
振
込
等
の
出
金
日
が
連

休
前
に
︑
取
引
先
か
ら
の
入

金
日
が
連
休
後
と
な
る
な

ど
︑
各
種
入
出
金
が
通
常
と

異
な
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
︒
お
手
元

の
現
金
の
準
備
を
含
め
︑
連

休
前
後
や
連
休
中
の
資
金
計

画
を
改
め
て
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
︒

会社区分 上下線 道路名 渋滞ピーク日時 ピーク時渋滞長 渋滞発生箇所

東日本
下り線 E4東北自動車道 5月  3日㈮  8時頃 40km 羽生PA付近

上り線 E4東北自動車道 5月  5日㈰17時頃 40km 加須IC付近

中日本

下り線 E20中央自動車道
4月27日㈯  6時頃

40km 相模湖IC付近
4月28日㈰  6時頃

上り線
E20中央自動車道

5月  4日㈯16時頃

30km
小仏TN付近

5月  5日㈰16時頃

E1東名高速道路 5月  5日㈰16時頃 大和TN付近

西日本・
本四

下り線 E2山陽自動車道
4月27日㈯11時頃

25km 美ノ郷TN付近
4月28日㈰11時頃

上り線
E1名神高速道路 5月  3日㈮  9時頃

30km
大津IC付近

E28神戸淡路鳴門自動車道 5月  5日㈰19時頃 舞子TN出口付近

図４　GW 期間の高速道路渋滞予測

表　GW 期間の高速道路渋滞予測

◆�最新の道路交通状況は、事故や気象などの影響で渋滞が発生する場合があり、刻々と
変化しますので、出発前やご旅行中にお役立てください。

◆��渋滞予測情報は、渋滞の発生箇所、時間帯ごとの渋滞長、渋滞ピーク時の時刻などが
分かりますので、ご旅行日・時間の計画にお役立てください。

◆道路交通情報および渋滞予測情報は、以下のサイトからご利用いただけます。
　NEXCO東日本（http://www.driveplaza.com/）
　NEXCO中日本（http://www.c-nexco.co.jp/）
　NEXCO西日本（http://www.w-nexco.co.jp/）
　JB本四高速（http://www.jb-honshi.co.jp/）
　日本道路交通情報センター（http://www.jartic.or.jp/）
◆渋滞予測ガイド（渋滞予測情報の冊子）を休憩施設などで配布しています。
※�渋滞予測ガイドでは４月 26日（金）～５月６日（月）の渋滞予測情報を掲載して
おります。

IC：インターチェンジ、PA：パーキングエリア、TN：トンネル

改
元
へ
の
対
応
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
10
連
休
へ
の
対
応
を
早
め
に
！

　

今
年
は
、
天
皇
陛
下
が
御
退
位
さ
れ
る
と
と
も
に
、

新
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、
新
た
な
元
号
に
変
わ
る

特
別
な
年
に
あ
た
り
ま
す
。新
天
皇
陛
下
の
即
位
日（
５

月
１
日
）
が
祝
日
﹁
天
皇
の
即
位
の
日
﹂
に
な
っ
た
こ

と
で
、
今
年
は
４
月
30
日
㈫
と
５
月
２
日
㈭
も
休
日
と

な
る
た
め
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）が
10
連
休（
４

月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㈪
）
と
な
り
ま
す
。

　

改
元
と
Ｇ
Ｗ
10
連
休
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
に
も
様

々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
改
元
と
Ｇ
Ｗ
10
連
休
に
か
か
わ
る
留
意
点
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
運
送
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
早
め
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

５
月
１
日
は
「
天
皇
の
即
位
の
日
」

改
元
に
便
乗
し
た
新
た
な

手
口
の
発
生
も

3 
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
注
意
喚
起

出
金
日
・
入
金
日
な
ど
が

通
常
と
変
わ
る
可
能
性
も

4 

銀
行
取
引
の
留
意
点

特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し

資
金
繰
り
対
策
に
迅
速
に
対
応

5 

10
連
休
に
係
る
資
金
繰
り
相
談

交
通
情
報
等
を
確
認
し

渋
滞
回
避
を
呼
び
か
け

6 

高
速
道
路
に
お
け
る
渋
滞
予
測

（1 面に関連記事）
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第40回］

「その施設はどこのことですか？」

151「
ソ
ー
ス
の
道
③
」 

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
諸
国
物
語

　

物
事
に
は
必
ず
起
源
が
あ

る
が
︑
食
文
化
に
つ
い
て
は

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多

い
︒
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
の
場
合

は
と
り
わ
け
諸
説
紛
々
で
︑

調
べ
る
ほ
ど
に
楽
し
く
な
る
︒

　

福
島
県
の
会
津
で
は
﹁
カ

ツ
丼
﹂
と
い
え
ば
ソ
ー
ス
味

に
決
ま
っ
て
い
る
が
︑
そ
の

始
ま
り
は
洋
食
の
コ
ッ
ク
が

鰻
の
蒲
焼
き
に
ヒ
ン
ト
を
得

た
と
い
う
大
正
時
代
説
︑
東

京
か
ら
招
い
た
コ
ッ
ク
が
始

め
た
昭
和
戦
前
説
︑
さ
ら
に

会
津
若
松
市
の
老
舗
食
堂
の

主
人
が
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス

風
味
で
つ
く
っ
た
と
の
昭
和

戦
後
説
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
歩

も
譲
ら
な
い
︒

　

な
お
︑
会
津
で
は
カ
ツ
の

下
に
せ
ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
を

敷
く
の
が
主
流
だ
︒
さ
ら
に
︑

前
を
し
て
い
ま
し
た
﹂
と
︑

私
は
桐
生
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

の
老
舗
の
店
主
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
︒
ま
た
︑
前
回

ご
紹
介
し
た
福
井
で
も
繊
維

産
業
関
係
者
の
残
業
用
に
人

気
だ
っ
た
︒
そ
う
そ
う
︑
桐

生
も
福
井
も
キ
ャ
ベ
ツ
を
添

え
な
い
主
義
で
あ
る
︒

　

長
野
県
駒
个
根
市
で
は
せ

ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
は
必
須
で
︑

ツ
カ
ツ
丼
を
見
か
け
た
こ
と

が
あ
る
︒
界
隈
は
花
柳
界
だ

っ
た
か
ら
︑
芸
者
さ
ん
が
お

座
敷
前
の
腹
ご
し
ら
え
に
注

文
し
て
い
た
ら
し
い
︒
こ
の

丼
は
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
に
も
い
い
の
だ
︒
最
近
︑

裏
渋
（
谷
）
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
円
山
町
で
も
ぜ
ひ
復

活
し
て
ほ
し
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
で
卵
で
と

じ
た
煮
込
み
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

も
あ
り
︑
微
妙
に
複
合
し
た

お
い
し
さ
を
楽
し
め
る
︒

　

一
方
︑
群
馬
県
桐
生
市
の

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
は
大
正
時
代

に
始
ま
っ
た
そ
う
で
︑
繊
維

産
業
が
華
や
か
だ
っ
た
時
代

に
は
何
十
人
前
も
出
前
し
て

い
た
︒﹁
女
工
さ
ん
の
残
業

時
の
夜
食
用
に
︑
毎
晩
︑
出

肉
は
ロ
ー
ス
が
原
則
で
１
２

０
㌘
以
上
︑
各
店
の
秘
伝
ソ

ー
ス
を
く
ぐ
ら
せ
た
ト
ン
カ

ツ
を
載
せ
る
と
︑
細
か
く
決

め
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
隣

の
伊
那
市
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

は
昭
和
21
年
に
始
ま
り
︑
キ

ャ
ベ
ツ
た
っ
ぷ
り
が
売
り
︒

　

そ
う
い
え
ば
︑
ず
い
ぶ
ん

前
だ
が
︑
東
京
・
渋
谷
円
山

町
の
食
堂
の
品
書
き
で
ソ
ー

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜踏切編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第6章第1節踏切1-4）前車に
続いて踏切を通過するときでも、一時停
止して安全を確認しなければならない。
❷ ×（道交法第33条第2項）踏切を通過
しようとする場合において、踏切の遮断
機が閉じようとし、もしくは閉じている間
又は踏切の警報機が警報している間は踏
切に入ってはならない。「警報機が警報し
ている間」とは、警報機が鳴り始めてか
ら鳴り止むまでの間のことをいう。
❸ ×（道交法第33条第1項）信号機の
表示する信号に従うときは、一時停止を
しないで進行することができるが、その

場合でも、安全確認の義務までは免除さ
れていないので安全確認をする必要があ
る。
❹ ○（教則第6章第1節踏切1-5）踏切内
では、歩行者や対向車に注意しながら、
落輪しないようやや中央寄りを通行する。
❺ ○（道交法第50条第2項）車両等は、
その進行しようとする進路の前方の車両
等の状況により、横断歩道、自転車横断
帯、踏切又は道路標示によって区画され
た部分に入った場合においては、その部
分で停止することとなるおそれがあると
きは、これらの部分に入ってはならない。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 4月26日（金）17:00～5月  1日（水）  9:00

5月  1日（水）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 平常通り営業

苫 小 牧 4月26日（金）17:00～5月  1日（水）  9:00
5月  1日（水）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 平常通り営業

青 森 4月26日（金）17:15～5月  7日（火）  8:30

盛 岡 5月  3日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室
コインランドリー 5月  3日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

仙 台 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
シャワー
食　堂

4月26日（金）16:30～5月  7日（火）  9:00
4月27日（土）15:00～4月30日（火）  8:00
5月  2日（木）15:00～5月  7日（火）  8:00

※短縮営業4/30㈫、5/1㈬、5/2㈭  8：00〜15：00

白 河 の 関 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30 コインシャワー、コイン
ランドリー、休憩室 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

茨 城 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業

矢 板 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂、浴室、コインシャ
ワー、コインランドリー 4月26日（金）22:00～5月  7日（火）11:00

大 宮 平常通り運営 平常通り営業

東 神 4月29日（月）  9:00～4月29日（月）17:00
5月  3日（金）  9:00～5月  6日（月）17:00

新 潟 4月26日（金）19:00～5月  7日（火）  8:00 シャワー 4月26日（金）18:30～5月  7日（火）  8:00
金 沢 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂・売店
浴室、宿泊・仮眠

5月  2日（木）14:00～5月  7日（火）11:00
5月  2日（木）10:00～5月  7日（火）12:00

安 城 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 4月27日（土）21:00～4月29日（月）10:00
5月  4日（土）21:00～5月  6日（月）10:00

名 古 屋 4月27日（土）10:00～5月  7日（火）10:00 食　堂
宿泊・浴室

4月27日（土）10:00～5月  7日（火）  7:00
4月27日（土）10:00～5月  7日（火）10:00

亀 山 5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  9:00
食　堂
売　店

浴室、宿泊・仮眠

5月  2日（木）14:00～5月  7日（火）  7:00
5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  7:00
5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）10:00

彦 根 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂・宿泊・浴室 4月26日（金）21:00～5月  7日（火）  8:00
大 阪 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

奈 良   ・ 針 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室、コインシャワー、
コインランドリー 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

岡 山 4月27日（土）16:00～5月  7日（火）  8:00 食　堂
その他

4月26日（金）18:00～5月  7日（火）11:00
4月27日（土）16:00～5月  7日（火）  8:00

尾 道 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  8:30
シャワー、トイレ、

洗濯機
コンビニエンスストア

4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  7:00 食堂・浴室 4月27日（土）15:00～4月30日（火）  7:00
5月  2日（木）15:00～5月  7日（火）  7:00

北 九 州 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 シャワー、ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
食　堂
浴　室
宿　泊

※短縮営業　10：00〜22：00
※短縮営業　10：00〜20：30

　平常通り営業

諫 早 5月  2日（木）20:00～5月  7日（火）10:00
食　堂
宿　泊
浴　室

5月  2日（木）14:30～5月  7日（火）10:00
5月  2日（木）10:00～5月  7日（火）15:00
5月  2日（木）20:00～5月  7日（火）10:00

大 分 4月26日（金）18:00～5月  7日（火）  8:00 4月26日（金）22:00～5月  7日（火）  8:00
宮 崎 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室、シャワー 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
鹿 児 島 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30 休憩室、コインシャワー 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30

TS名 給油所
青 森 4月27日（土）19：00～4月29日（月）  8：00

5月  4日（土）17：00～5月  6日（月）  8：00
大 宮 平常通り営業

新 潟
5月  2日（木）17：30～5月  6日（月）  8：30

○短縮営業　
４月28日（日）〜4月30日（火）	 8：３０〜17：３０
5月1日（水）、2日（木）、6日（月）	 8：３０〜17：３０

金 沢 平常通り営業　
（平日・土曜：7：0０〜21：0０、日・祝祭日：8：0０〜19：0０）

TS名 給油所

岡 山
4月29日（月）〜5月4日（土）	 8：００〜18：００ 祝日営業
5月  6日（月）	 8：００〜18：００ 祝日営業
4月28日（日）、5月5日（日）	 休業

尾 道 平常通り営業
三 次 4月27日（土）20：00～5月  7日（火）  7：00
北 九 州 平常通り営業

TS
トラックステーション

（公社）全日本トラック協会施設事業部（平成31年4月10日現在）（ゴールデンウイーク）

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しまし
た。お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右のQR
コードにかざしてください。

※ �QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

全国28か所に
設置されたTS
安全運行のお手伝い

鳥栖TS（佐賀県鳥栖市）

金沢TS（石川県金沢市）

東神TS（神奈川県大和市）

G W 休 業 案 内
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▼
﹁
ロ
ー

マ
は
一
日

に
し
て
成

ら
ず
﹂
︒

何
事
を
成
す
に
も
周
到
な
準
備
と

策
略
が
必
要
で
す
︒
成
す
べ
き
事

の
内
容
に
軽
重
は
あ
り
ま
す
が
︑

現
代
は
︑
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
氾
濫

し
て
︑
四
方
八
方
か
ら
自
然
と
知

恵
が
付
き
ま
す
︒
▼
戦
国
時
代

は
︑
相
手
方
の
所
領
を
安
堵
し
味

方
に
付
け
る
︑
或
い
は
︑
相
手
方

を
調
略
す
る
た
め
忍
び
を
使
い
直

近
の
情
報
を
入
手
す
る
な
ど
︑
昔

の
情
報
収
集
は
︑
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
時

代
に
勝
る
と
も
劣
り
ま
せ
ん
︒
▼

長
野
県
に
住
む
友
人
が
再
就
職
し

た
お
祝
い
で
︑
旧
知
の
４
人
が
集

ま
り
︑﹁
折
角
だ
か
ら
﹂
と
善
光

寺
を
参
拝
し
ま
し
た
︒
善
光
寺

は
︑
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
る

名
刹
で
︑特
に
︑﹁
お
戒
壇
め
ぐ
り
﹂

は
何
度
体
験
し
て
も
魅
力
的
で

す
︒
本
堂
の
中
に
あ
る
入
口
か
ら

階
段
を
降
り
て
暗
闇
の
中
を
右
へ

右
へ
進
む
と
︑最
奥
に
扉
が
あ
り
︑

そ
の
扉
の
錠
前
に
触
れ
る
と
来
世

の
極
楽
浄
土
が
約
束
さ
れ
ま
す
︒

錠
前
の
真
上
は
︑
御
本
尊
の
如
来

様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
瑠
璃
壇
︒

私
は
︑
殊
に
怪
奇
現
象
や
心
霊
体

験
に
興
味
が
あ
り
ま
す
が
︑
別
名

﹁
お
怪
談
め
ぐ
り
﹂
は
︑
地
下
の

冷
気
と
と
も
に
ご
利
益
間
違
い
な

し
で
す
︒
▼
近
隣
の
村
に
住
む
不

信
心
で
欲
深
い
老
婆
の
干
し
物
が

風
で
牛
の
角
に
引
っ
か
か
り
︑
走

り
出
し
た
牛
を
追
い
掛
け
て
た
ど

り
着
い
た
の
が
善
光
寺
︒
や
が
て

老
婆
が
改
心
し
︑
善
光
寺
の
仏
様

を
厚
く
信
仰
す
る
結
末
は
︑﹁
牛

に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
﹂
の
諺

と
し
て
有
名
で
す
︒
▼
人
を
動
か

す
情
報
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
そ
の

人
を
待
っ
て
い
る
︒そ
の
情
報
は
︑

人
を
介
し
て
︑
或
い
は
風
土
︑
慣

習
を
通
し
て
心
の
琴
線
を
刺
激
す

る
︒歪
曲
し
て
作
ら
れ
た
情
報
か
︑

ま
ご
う
こ
と
な
き
正
し
い
情
報

か
︑
瞬
時
に
判
別
す
る
の
は
難
し

い
事
で
す
︒
▼
﹁
五
風
十
雨
（
ご

ふ
う
じ
ゅ
う
う
）﹂
の
如
く
︑
太
平

の
世
は
５
日
に
１
度
の
﹁
風
﹂︑
10

日
に
１
度
の
﹁
雨
﹂︑
こ
れ
が
安
寧

を
支
え
る
自
然
の
法
だ
と
古
代
中

国
の
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
︒
反
面
︑
気
ま
ぐ
れ
な
﹁
空
﹂

の
雲
行
き
は
人
間
の
感
情
に
も
似

て
非
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
︒

▼
弘
法
大
師
空
海
が
悟
り
を
得
た

瞬
間
︑
眼
の
前
に
飛
び
込
ん
で
来

た
風
景
が
﹁
青
く
澄
み
わ
た
っ
た

空
︑
果
て
し
な
い
大
海
原
の
海
﹂

で
し
た
︒
空
海
の
名
前
は
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
︒
空
海
が
不
屈
の
精
神
で
荒
れ

狂
う
日
本
海
を
渡
っ
て
中
国
へ
赴

き
︑
多
く
の
情
報
・
知
識
を
得
て
︑

日
本
の
仏
教
の
礎
を
築
い
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒▼
様
々

な
情
報
が
錯
綜
す
る
世
の
中
で
︑

果
た
し
て
ど
の
情
報
が
正
し
い
の

か
︒
そ
れ
は
︑
日
頃
の
人
間
関
係

で
培
っ
た
相
互
の
信
頼
関
係
に
頼

る
の
み
で
︑
そ
の
判
別
は
ご
自
身

次
第
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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繊
維
業
の
盛
ん
な
福
井
県

坂
井
市
に
本
社
を
置
く
川
﨑

物
流
㈱
は
︑
染
色
加
工
会
社

を
主
要
取
引
先
と
し
︑
全
国

各
地
か
ら
届
け
ら
れ
る
生
機

（
き
ば
た
）
を
自
社
倉
庫
で

管
理
し
な
が
ら
︑
染
色
加
工

会
社
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
さ
れ
た
解
反
（
生
機
の
反

物
を
解
く
）
作
業
を
行
い
︑

解
反
後
の
生
地
を
市
内
の
染

色
加
工
工
場
へ
と
輸
送
す
る

業
務
を
メ
イ
ン
に
行
う
運
送

・
倉
庫
事
業
者
で
あ
る
︒

◆

　
﹁
中
途
採
用
で
募
集
を
か

け
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
︑
発

想
の
転
換
を
し
て
新
卒
者
重

視
の
採
用
に
舵
を
切
っ
た
﹂

（
川
﨑
社
長
）
と
い
う
同
社

の
人
材
確
保
対
策
の
中
心
は

新
卒
者
採
用
で
︑
平
成
４
年

に
第
１
号
と
な
る
新
卒
者

（
専
修
学
校
卒
業
者
）
が
入

社
︒
８
年
に
は
高
等
学
校
新

卒
者
第
１
号
を
採
用
し
︑
以

降
︑
新
卒
者
採
用
を
継
続
し

て
き
た
結
果
︑
従
業
員
の
平

均
年
齢
は
28
～
30
歳
と
い
う

若
さ
を
誇
る
︒

　

ま
た
︑
８
年
か
ら
は
前
述

の
解
反
作
業
を
専
門
に
行
う

﹁
解
反
室
﹂
を
設
置
︒
解
反

作
業
は
︑
大
き
い
も
の
で
は

数
は
25
人
で
︑
そ
の
内
訳
は

男
性
９
人
︑
女
性
16
人
︒
倉

庫
・
運
輸
部
門
に
は
男
性
が

９
人
︑
解
反
室
に
は
女
性
が

12
人
︑
業
務
課
（
事
務
職
）

に
は
女
性
が
３
人
在
籍
し
て

幅
４
㍍
を
超
え
る
布
地
を
ミ

シ
ン
が
け
で
繋
ぐ
工
程
を
伴

う
た
め
︑
同
年
か
ら
ミ
シ
ン

が
け
の
技
能
を
有
す
る
女
性

の
中
途
採
用
を
行
う
な
ど
︑

女
性
採
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
っ
た
︒

　

同
社
の
現
在
の
全
従
業
員

お
り
︑
組
織
概
要
は
左
図
の

通
り
︒
部
長
職
の
女
性
１
人

が
全
体
お
よ
び
倉
庫
・
運
輸

部
門
を
統
括
し
て
い
る
（
管

理
職
３
人
も
全
て
女
性
）︒

倉
庫
業
兼
務
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
は
有
期
雇
用
契

約
の
社
員
が
多
い
中
︑
解
反

室
の
パ
ー
ト
従
業
員
２
人
を

除
き
︑
全
員
が
正
社
員
で
あ

る
︒加

速
続
け
る
人
手
不
足
を

新
卒
者
採
用
で
打
開

　

今
年
３
月
︑
同
社
に
は
３

人
の
新
入
社
員
が
入
社
し

た
︒
①
高
校
新
卒
者
の
男
性

（
18
歳
）︑
②
退
職
自
衛
官

の
女
性
（
22
歳
）︑
③
ロ
シ
ア

人
男
性
（
29
歳
）
︱
︱
の
３

人
だ
︒同
社
が
高
校
新
卒
者
︑

退
職
自
衛
官
︑
外
国
人
と
︑

幅
広
い
採
用
活
動
を
展
開
す

る
背
景
に
は
︑
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
が
あ
る
︒

　
﹁
正
社
員
募
集
へ
の
応
募

減
少
の
ほ
か
︑
６
～
７
年
前

か
ら
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
募

集
し
て
い
る
パ
ー
ト
採
用
も

応
募
が
な
く
な
り
︑
そ
れ
ま

で
頼
り
に
し
て
い
た
派
遣
会

社
か
ら
の
人
材
派
遣
も
ぱ
っ

た
り
な
く
な
り
ま
し
た
︒
学

生
が
給
与
の
高
い
三
交
代
制

の
工
場
や
県
外
の
企
業
へ
就

職
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る

中
︑﹃
で
き
る
こ
と
は
全
部

や
る
﹄
と
い
う
気
持
ち
で
採

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
活
発
化
し
ま
し
た
﹂（
川

﨑
社
長
）

　

地
元
の
高
校
︑
短
期
・
四

年
制
大
学
︑
専
修
学
校
に
は

社
長
自
ら
休
日
返
上
で
く
ま

な
く
募
集
を
か
け
︑
各
校
が

実
施
す
る
就
職
合
同
説
明
会

に
も
積
極
的
に
参
加
︒
28
年

に
は
︑﹁
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定

企
業
﹂
に
福
井
県
内
で
初
め

て
認
定
さ
れ
た
ほ
か
︑
30
年

に
は
﹁
ふ
く
い
女
性
活
躍
推

進
企
業
﹂
に
登
録
（
コ
ラ
ム

参
照
）︒
数
々
の
条
件
を
ク

リ
ア
し
て
ま
で
も
こ
の
よ
う

な
認
証
を
取
得
し
た
の
に
は
︑

﹁
少
し
で
も
学
生
に
当
社
へ

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
﹂

と
い
う
川
﨑
社
長
の
強
い
思

い
が
あ
っ
た
︒

「
発
想
の
転
換
」
続
け

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
す

　

新
卒
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
は
ほ
か
に
も
あ
る
︒

働
き
方
改
革
を
受
け
︑
荷
主

企
業
と
連
携
し
て
２
年
前
か

ら
﹁
残
業
ほ
ぼ
ゼ
ロ
﹂
を
実

現
︒
ま
た
同
社
は
︑
健
康
増

進
を
掲
げ
︑求
人
募
集
に﹁
喫

煙
者
不
可
﹂と
記
載
す
る﹁
喫

煙
者
ゼ
ロ
企
業
﹂で
も
あ
る
︒

給
与
体
系
は
︑
他
産
業
並
み

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
年
功

序
列
型
賃
金
で
あ
り
︑
学
生

に
と
っ
て
︑﹁
ク
リ
ー
ン
か
つ

安
定
し
た
環
境
﹂
で
あ
る
こ

と
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
︒

　

そ
れ
で
も
新
卒
者
採
用
が

か
な
わ
な
い
年
も
あ
る
中
で
︑

川
﨑
社
長
は
退
職
自
衛
官
や

外
国
人
の
採
用
を
開
始
す
る
︒

　

こ
の
春
に
入
社
し
た
退
職

自
衛
官
の
女
性
は
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
り
た
い
！
﹂
と
同
社

に
応
募
︒
ま
ず
は
業
務
課
で

事
務
職
と
し
て
知
識
と
経
験

を
積
み
︑
ゆ
く
ゆ
く
は
倉
庫

・
運
輸
部
門
で
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑

他
に
も
昨
年
新
卒
入
社
し
た

女
性
社
員
（
現
在
は
解
反
室

勤
務
）
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志

望
し
て
お
り
︑
準
中
型
免
許

で
も
乗
務
で
き
︑
生
機
入
り

の
台
車
が
積
載
で
き
る
サ
イ

ズ
の
荷
台
を
備
え
た
ト
ラ
ッ

ク
を
準
備
中
だ
︒
ト
ラ
ッ
ク

は
２
・
４
・
８
・
10
㌧
車
を

保
有
し
て
お
り
︑
会
社
近
く

に
は
福
井
県
運
転
者
教
育
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
た
め
︑
徐
々

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

た
め
の
環
境
も
整
っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
外
国
人
採
用
開
始

の
き
っ
か
け
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
っ

た
︒
ロ
シ
ア
出
身
の
川
﨑
社

長
夫
人
がFacebook

で
同

社
の
募
集
に
関
す
る
投
稿
を

し
た
と
こ
ろ
︑
ロ
シ
ア
の
物

流
系
大
学
を
卒
業
し
た
セ
リ

ン
ベ
ト
フ
・
ブ
ラ
ー
ト
さ
ん
が

﹁
日
本
で
物
流
の
仕
事
が
し

た
い
﹂
と
応
募
︒
今
年
１
月

に
就
労
ビ
ザ
を
取
得
し
て
３

月
に
入
社
し
︑
現
在
は
日
々

研
修
を
行
い
な
が
ら
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
免
許
取
得
を
目
指

し
て
勉
強
中
だ（
写
真
㊧
）︒

　
﹁﹃
日
本
人
が
採
用
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
外
国
人
を
採

用
し
よ
う
﹄
と
い
う
発
想
の

転
換
は
︑
妻
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
存

在
な
し
に
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
︒
ブ
ラ
ー
ト
に
続
く

よ
う
に
︑
経
済
学
を
学
ん
で

い
た
ロ
シ
ア
人
女
性
か
ら﹃
経

理
の
仕
事
が
し
た
い
﹄
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
応
募
が
あ

り
︑
現
在
就
労
ビ
ザ
を
申
請

中
で
す
﹂（
同
）

　

そ
ん
な
川
﨑
社
長
は
既
に

﹁
次
の
一
手
﹂を
打
っ
て
い
る
︒

県
内
の
若
い
応
募
者
が
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
︑
県
外
の
若

い
応
募
者
を
募
ろ
う
と
︑
25

歳
ま
で
を
対
象
に
︑
家
賃
の

半
額
（
上
限
２
万
円
）
を
補

助
す
る
制
度
を
開
始
︒
募
集

範
囲
を
県
外
に
拡
大
し
︑
さ

ら
な
る
若
年
層
の
雇
用
促
進

を
図
る
ね
ら
い
だ
︒

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
選
任
が

も
た
ら
し
た
劇
的
変
化

　

同
社
の
管
理
職
３
人
が
全

て
女
性
で
あ
る
こ
と
は
前
段

で
述
べ
た
と
お
り
だ
が
︑
社

内
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
管
理
な
ど
も
女

性
管
理
職
が
担
っ
て
い
る
︒

川
﨑
社
長
に
よ
る
と
︑
彼
女

ら
が
管
理
職
に
就
く
よ
う
に

な
っ
た
２
年
前
か
ら
︑
社
内

環
境
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
と

い
う
︒

　

社
内
組
織
﹁
安
全
環
境
委

員
会
﹂
で
は
毎
週
目
標
を
設

定
し
︑
構
内
を
巡
回
し
て
安

全
面
・
環
境
面
を
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
が
︑
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
目
配
り
が
行
き
届

く
よ
う
に
な
る
と
︑
社
内
の

衛
生
環
境
が
目
に
見
え
て
向

上
︒
同
委
員
会
で
は
以
前
か

ら
︑
社
内
外
で
の
作
業
が
安

全
・
円
滑
に
進
む
よ
う
改
善

提
案
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
︑

女
性
リ
ー
ダ
ー
就
任
以
降
︑

改
善
提
案
書
の
提
出
数
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
︒

ま
た
︑
提
案
が
採
用
さ
れ
た

社
員
に
褒
賞
（
千
円
の
商
品

券
）
が
与
え
ら
れ
る
制
度
も

あ
り
︑
月
例
の
朝
礼
で
手
渡

し
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
労

働
安
全
お
よ
び
作
業
効
率
向

上
の
た
め
の
改
善
事
項
の
検

討
は
︑
同
委
員
会
内
だ
け
で

な
く
︑
同
じ
く
２
年
前
か
ら

開
始
し
た
︑
取
引
先
企
業
の

担
当
者
を
招
い
て
の
勉
強
会

と
い
う
形
式
で
も
毎
週
実
施

し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
同
社
に
は
︑﹁
女

性
に
対
す
る
手
当
﹂
が
存
在

す
る
︒
男
性
社
員
不
在
時
に

行
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ

る
荷
出
し
作
業
を
︑
有
資
格

者
の
女
性
社
員
が
行
う
場
合
︑

﹁
女
性
荷
出
し
作
業
手
当
﹂

を
つ
け
て
い
る
の
だ
︒
と
い
う

の
も
︑
長
さ
４
㍍
に
も
な
る

ロ
ー
ル
状
の
繊
維
の
入
っ
た

台
車
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で

運
ぶ
の
は
な
か
な
か
の
重
労

働
︒
尺
の
長
い
も
の
を
運
ぶ

た
め
︑
同
社
で
は
横
歩
き
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し

て
い
る
ほ
か
︑
傷
が
つ
き
や

す
い
繊
維
を
運
ぶ
ゆ
え
に
︑

繊
細
な
荷
扱
い
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
︑
操
作
が
非

常
に
難
し
い
︒
川
﨑
社
長
は

女
性
社
員
に
は
難
し
い
作
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
︑

リ
フ
ト
免
許
を
も
つ
女
性
社

員
た
ち
が
﹁
複
数
名
で
協
力

し
て
作
業
し
ま
す
﹂
と
申
し

出
て
く
れ
た
こ
と
を
受
け
︑

女
性
社
員
が
高
負
荷
の
作
業

を
行
う
場
合
に
手
当
を
つ
け

て
い
る
︒

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

重
視
の
職
場
環
境
を
構
築

　

女
性
社
員
が
多
い
同
社
で

は
あ
る
が
︑
結
婚
や
出
産
・

育
児
に
よ
る
離
職
は
今
ま
で

ゼ
ロ
︒
妊
娠
中
も
安
全
・
安

心
に
働
け
る
よ
う
︑
階
段
の

手
す
り
や
洋
式
ト
イ
レ
︑
時

短
勤
務
や
産
休
・
育
休
制
度

を
整
備
し
た
り
︑
女
性
管
理

職
を
﹁
妊
娠
中
や
産
休
・
育

休
復
帰
後
の
相
談
窓
口
﹂
に

選
任
し
た
り
と
︑
女
性
社
員

が
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け
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整
備
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ま
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昨
年
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坂
井
市
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進
す
る
﹁
イ
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ボ
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推
進
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業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
研
修

に
女
性
管
理
職
３
人
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加
︒

﹁
職
場
で
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に
働
く
部
下
・

ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
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（
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事
と
生
活
の
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）
を
考
え
︑
そ
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人
の
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ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な

が
ら
︑
組
織
の
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績
も
結
果

を
出
し
つ
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︑
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ら
も
仕
事

と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
上
司
（
経
営
者
・
管

理
職
）﹂
を
育
成
す
る
イ
ク
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ス
研
修
を
受
講
し
て
︑
そ

の
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容
を
自
社
に
持
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帰

り
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員
に
も
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
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ス
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
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今
年

２
月
に
は
講
師
を
招
き
社
内

研
修
を
実
施
し
た
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﹁
若
年
者
と
女
性
社
員
が
主

体
の
当
社
に
お
い
て
︑
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
心
身

の
健
康
は
非
常
に
重
要
で
す
︒

こ
う
し
た
方
針
を
理
解
し
︑

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
女
性
管
理
職
や
︑
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
彼
女
た
ち
に
協
力

し
て
く
れ
る
社
員
の
存
在
を

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
て
い

ま
す
︒
社
員
た
ち
の
自
主
性

・
積
極
性
を
尊
重
し
な
が

ら
︑
会
社
も
社
員
も
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
﹂（
同
）

川﨑　啓司
代表取締役社長

1ユースエール認定企業

　若者の採用・育成に積極
的で、若者の雇用管理の状況
などが優良な中小企業を厚生
労働大臣が認定する制度。
　認定企業の情報発信を後
押しすることなどにより、企
業が求める人材の円滑な採用
を支援し、若者とのマッチン
グ向上を図っている。
　定められた12の認定基準をすべて満たす中小企業が認
定対象。認定時のメリットとして、①ハローワーク等で重点
的PRの実施、②認定企業限定の就職面接会等への参加、
③自社の商品、広告などに認定マークの使用が可能、④若
者の採用・育成を支援する関係助成金を加算、⑤日本政策
金融公庫による低利融資、⑥公共調達における加点評価―
―がある。
　認定基準・申請手続き等の詳細は厚生労働省ホームペー
ジを参照。

2ふくい女性活躍推進企業

　福井県が女性の活躍推進に
向けて積極的に取り組む企業
を認定する制度。
　認定基準は、①女性の活躍
推進に向けた経営トップ（代
表者）の考えが宣言されてい
ること、②女性活躍推進員を
配置していること、③「女性
の採用」「女性の育成」「男女
がともに働きやすい職場環境づくり」「女性の登用」につい
て、それぞれ具体的な取り組みを進めていること。登録の
メリットは、①県ホームページや県主催合同企業説明会で
登録企業をPR、②女性活躍に関する県主催の研修・講座
への優先参加、③登録企業限定の表彰制度・補助金制度―
―など。
　申請方法等の詳細は福井県ホームページを、認定企業等
の詳細は福井県の女性活躍支援ポータルサイト「ふくい女
性活躍net」を参照。
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︒
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︑
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︑
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︑
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﹁
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﹂
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︑
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介
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︒
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多種多様な採用活動を精力的に展開

「できることは全部やる」の精神で

川﨑物流㈱  ［代表取締役社長 川﨑　啓司］

本　　社　福井県坂井市春江町西太郎丸 21-1
設　　立　昭和 62年 10月2日
資 本 金　3,000 万円
従業員数	 25 人（うち女性 16人）
車 両 数	 5 台

企業概要

検 索川﨑物流㈱

川﨑物流の取得認定を解説コラム

物流物流

川﨑物流㈱
福井県

第 38回

先輩社員から最新式フォークリフトの操作方法を教わるブラートさん㊧

倉庫から運んできた布地を機械にセットして解き、指定の長さになるようにミシンで繋ぐ
「解反作業」を行う（写真上）。解反作業後の布地は専用の長い台車に載せ、トラックの
荷台に積み込まれる（写真下）

川﨑物流㈱外観。同社社屋は左側の1号倉庫、右側の2号倉庫、中央の3号倉庫で
構成されている



  ・平成 30 年 1 ～ 12 月の死亡事故
　 件数は、253 件で、これまでで最
　  少となった。
・また、事業用トラックを第１当
　事者とする死者数は 260 人、人
　身事故件数は 13,428 件となった
　 が、 平 成 29（2017） 年 9 月 に
　新たに策定した「トラック事業
　における総合安全プラン 2020」
　の目標（死者数 200 人、人身事
　故件数 12,500 件）を達成するた
　めには、より一層の事故防止対
　策の取り組みが必要である。　

◉ 事故件数および死者数 ◉ 事故類型別
・平成 30 年 1 ～ 12 月の傾向をみると、「車両相互」が最も多く

150 件（59.3％）と 6 割近くを占めている。
・次いで、「人対車両」83 件（32.8％）、「車両単独」20 件（7.9％）　
　と続いている。

交通事故統計分析結果〔発生地別〕
（
概
要
）
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えっ、、なんと実話�
「刑務所の中での生活の方が自由」なんて痛ましすぎる◉ 発生地別

・平成 30 年 1 ～ 12 月の発生地別
　死亡事故件数の多い県をみると、
　「埼玉県」が最も多く 22 件、次
　いで「大阪府」21 件、「愛知県」
　19 件、「東京都」、「静岡県」が
　それぞれ 15 件と続いている。 
・前年と比較すると、「福岡県」が
　10 件増と突出しており、「埼玉
　県」の 6 件増、「静岡県」、「愛知
　県」の 5 件増と続いている。　
　また、「大阪府」は 2 年連続 21
　件であり、発生地別の死亡事故
　件数の多い状況が続いている。
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◉ 交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）
・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（64
　件 ) は、追突事故（48 件）の 1. 3 倍 。
・直 進 死 亡 事 故は、６割以上が対歩行者（14 件）で、対歩行者の５割が大型車。
　　　　　　　　　　対自転車（８件）の６割以上が準中型車。
・左 折 死 亡 事 故は、９割以上が対自転車（26 件）で、対自転車の８割以上が大型車。
・右 折 死 亡 事 故は、６割が対歩行者（９件）で、対歩行者の５割以上が大型車。

（１）車両区分別の事故類型（人対車両）別  ※「人対車両」には、対自転車事故は含まない

 ・車両区分別の事故類型（人対車両）別にみると、「大型」、「中型」、「準中型」は「横断中　その他」
　が最も多く、それぞれ 13 件（33.3％）、12 件（46.2％）、5 件（29.4％）となっている。
 ・車両区分別では大型が 39 件と約半数を占めている。

（２）車両区分別の事故類型（車両相互）別  ※「車両相互」には、対自転車事故を含む

 ・車両区分別の事故類型（車両相互）別にみると、「大型」は「左折時衝突」が最も多く 27 件（30.3
　％）、次いで「追突　駐・停車中」18 件（20.2％）と続いている。 
・「中型」は「追突　進行中」が最も多く 10 件（26.3％）、次いで「追突　駐・停車中」6 件（15.8
　％）、「正面衝突　その他」、「左折時衝突」、「右折時衝突」がそれぞれ 4 件（10.5％）と続いてい
　る。
 ・「準中型」、「普通」は「出会い頭衝突」が最も多く、それぞれ 8 件（42.1％）、3 件（75.0％）と
　なっている。
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全ト協助成事業実施中
左側方カメラ搭載車への
大型車左折事故対策
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◉ 事故類型別（車両区分）

掲示用

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第１当事者となった死亡事故。また、　「車両相互」での第 2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。

事業用トラックが第１当事者となった死亡事故平成30年中
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 1件
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  17件

 大型
39件

（％）
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中型
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出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」
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